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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、第１のサービングノードとの第１の接続を確立すること
と、
　前記ＵＥによって、第２のサービングノードとの第２の接続を確立することと、ここに
おいて、前記第１の接続と前記第２の接続とがネットワークレイヤにおけるトラフィック
アグリゲーションのために構成される、
　前記第１の接続のための電力消費モードの指示を受信することと、ここにおいて、前記
第１の接続のための前記電力消費モードの前記指示を受信することが、前記第１の接続ま
たは前記第２の接続のうちの少なくとも１つを介して受信されるパケットを並べ替えるこ
とに関係する並べ替えステータスを決定することを備える、
　前記第１の接続のための前記電力消費モードを、前記指示から、決定することに少なく
とも基づいて前記第２の接続の電力動作モードを切り替えることと、ここにおいて、前記
第２の接続の前記電力動作モードを切り替えることが、前記並べ替えステータスを決定す
ることに少なくとも基づいて前記電力動作モードを出ることを備える、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記並べ替えステータスは、並べ替えが進行中であるのかまたは進行中でないのかとい
う第２の指示、パケット並べ替えタイマーのために残っている時間、あるいは前記パケッ
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ト並べ替えタイマーが開始してからの時間のうちの少なくとも１つに基づく、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記電力動作モードを出ることが、前記第２の接続を介して、省電力ポール、または前
記電力動作モードを出ることを示すピギーバック省電力制御とともにアップリンクユーザ
データのうちの少なくとも１つを送信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の接続から前記電力消費モードの前記指示を受信することが、前記第１の接続
または前記第２の接続のうちの少なくとも１つを介して受信されるパケットが正常に並べ
替えられているかどうかを決定することをさらに備え、前記第２の接続の前記電力動作モ
ードを切り替えることが、前記パケットが正常に並べ替えられていると決定することにさ
らに少なくとも基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の接続から前記電力消費モードの前記指示を受信することが、不連続受信（Ｄ
ＲＸ）非アクティビティタイマーの満了に続いて前記第１の接続について別の電力動作モ
ードに入ることに関係する前記第１の接続の前記ＤＲＸ非アクティビティタイマーがトー
リングしているのかどうかを決定することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしていると決定することが、前記第
１の接続を介してダウンリンク送信を受信することに基づいて前記ＤＲＸ非アクティビテ
ィタイマーがトーリングしていると決定することを備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の接続から前記電力消費モードの前記指示を受信することが、オン継続時間タ
イマーの満了に続いて前記第１の接続について別の電力動作モードから出ることに関係す
る前記第１の接続の前記オン継続時間タイマーが満了したのかどうかを決定することをさ
らに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記指示を受信することが、前記第１の接続を介してパケットを受信または送信するこ
とに少なくとも基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記指示を受信することが、前記第２の接続を介した前記電力動作モードを出ることを
指示する制御パケットを前記第１の接続または前記第２の接続を介して受信することをさ
らに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記電力動作モードを切り替えることは、前記電力動作モードが前記第２の接続に対し
て許可されることを示す別の制御パケットが前記第１の接続または前記第２の接続を介し
て受信されるまで、前記電力動作モードから離れたままであることを、前記制御パケット
に基づいて、決定することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記制御パケットが、前記電力動作モードに入るべき時間または前記電力動作モードか
ら出るべき時間のうちの少なくとも１つを示す、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記制御パケットが、前記電力動作モードに入ることの周期的パターンまたは前記電力
動作モードから出ることの周期的パターンのうちの少なくとも１つを定義する、請求項９
に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　トランシーバと、
　命令を記憶するように構成されたメモリと、
　前記トランシーバおよび前記メモリと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッ
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サとを備え、ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　第１のサービングノードとの第１の接続を確立することと、
　　第２のサービングノードとの第２の接続を確立することと、ここにおいて、前記第１
の接続と前記第２の接続とがネットワークレイヤにおけるトラフィックアグリゲーション
のために構成される、
　　前記第１の接続のための電力消費モードの指示を受信することと、ここにおいて、前
記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１の接続または前記第２の接続のうちの少なく
とも１つを介して受信されるパケットを並べ替えることに関係する並べ替えステータスを
決定することに少なくとも基づいて前記第１の接続のための前記電力消費モードの前記指
示を受信するように構成された、
　　前記第１の接続のための前記電力消費モードを、前記指示から、決定することに少な
くとも基づいて前記第２の接続の電力動作モードを切り替えることと、ここにおいて、前
記少なくとも１つのプロセッサが、前記並べ替えステータスを決定することに少なくとも
基づいて前記電力動作モードを出ることに少なくとも基づいて前記第２の接続の前記電力
動作モードを切り替えるように構成された、
　を行うように構成された、装置。
【請求項１４】
　前記並べ替えステータスは、並べ替えが進行中であるのかまたは進行中でないのかとい
う第２の指示、パケット並べ替えタイマーのために残っている時間、あるいは前記パケッ
ト並べ替えタイマーが開始してからの時間のうちの少なくとも１つに基づく、請求項１３
に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１の接続または前記第２の接続のうちの少
なくとも１つを介して受信されるパケットが正常に並べ替えられているかどうかを決定す
ることにさらに少なくとも基づいて前記第１の接続から前記電力消費モードの前記指示を
受信するように構成され、ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記パケ
ットが並べ替えられていると決定することにさらに少なくとも基づいて前記第２の接続の
前記電力動作モードを切り替えることを行うように構成された、請求項１３に記載の装置
。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、不連続受信（ＤＲＸ）非アクティビティタイマー
の満了に続いて前記第１の接続について別の電力動作モードに入ることに関係する前記第
１の接続の前記ＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしているのかどうかを決定
することにさらに少なくとも基づいて前記第１の接続から前記電力消費モードの前記指示
を受信することを行うように構成された、請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１の接続を介してダウンリンク送信を受信
することに基づいて前記ＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしていると決定す
ることを行うように構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、オン継続時間タイマーの満了に続いて前記第１の
接続について別の電力動作モードから出ることに関係する前記第１の接続の前記オン継続
時間タイマーが満了したのかどうかを決定することにさらに少なくとも基づいて前記第１
の接続から前記電力消費モードの前記指示を受信することを行うように構成された、請求
項１３に記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１の接続を介してパケットを受信すること
に少なくとも基づいて前記指示を受信することを行うように構成された、請求項１３に記
載の装置。
【請求項２０】
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　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第２の接続を介した前記電力動作モードを出
ることを指示する制御パケットを前記第１の接続または前記第２の接続を介して受信する
ことにさらに少なくとも基づいて前記指示を受信することを行うように構成された、請求
項１３に記載の装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記電力動作モードが前記第２の接続に対して許
可されることを示す別の制御パケットが前記第１の接続または前記第２の接続を介して受
信されるまで、前記電力動作モードから離れたままであることを決定することに基づいて
前記電力動作モードを出ることを行うように構成された、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記制御パケットが、前記電力動作モードに入るべき時間または周期的パターンまたは
前記電力動作モードから出るべき時間または周期的パターンのうちの少なくとも１つを示
す、請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のサービングノードとの第１の接続を確立するための手段と、
　第２のサービングノードとの第２の接続を確立するための手段と、ここにおいて、前記
第１の接続と前記第２の接続とがネットワークレイヤにおけるトラフィックアグリゲーシ
ョンのために構成される、
　前記第１の接続のための電力消費モードの指示を受信するための手段と、ここにおいて
、受信するための前記手段が、前記第１の接続または前記第２の接続のうちの少なくとも
１つを介して受信されるパケットを並べ替えることに関係する並べ替えステータスを決定
することに少なくとも基づいて前記第１の接続のための前記電力消費モードの前記指示を
受信する、
　前記第１の接続のための前記電力消費モードを、前記指示から、決定することに少なく
とも基づいて前記第２の接続の電力動作モードを切り替えるための手段と、ここにおいて
、切り替えるための前記手段が、前記並べ替えステータスを決定することに少なくとも基
づいて前記電力動作モードを出ることに少なくとも基づいて前記第２の接続の前記電力動
作モードを切り替える、
　を備える、装置。
【請求項２４】
　前記並べ替えステータスは、並べ替えが進行中であるのかまたは進行中でないのかとい
う第２の指示、パケット並べ替えタイマーのために残っている時間、あるいは前記パケッ
ト並べ替えタイマーが開始してからの時間のうちの少なくとも１つに基づく、請求項２３
に記載の装置。
【請求項２５】
　前記電力動作モードを出ることが、前記第２の接続を介して、省電力ポール、または前
記電力動作モードを出ることを示すピギーバック省電力制御とともにアップリンクユーザ
データのうちの少なくとも１つを送信することを備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　受信するための前記手段が、前記第１の接続を介してパケットを受信または送信するこ
とに少なくとも基づいて前記指示を受信する、請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを備える非一時的コンピュータ可
読記憶媒体であって、前記コードは、
　第１のサービングノードとの第１の接続を確立するためのコードと、
　第２のサービングノードとの第２の接続を確立するためのコードと、ここにおいて、前
記第１の接続と前記第２の接続とがネットワークレイヤにおけるトラフィックアグリゲー
ションのために構成される、
　前記第１の接続のための電力消費モードの指示を受信するためのコードと、ここにおい
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て、受信するための前記コードが、前記第１の接続または前記第２の接続のうちの少なく
とも１つを介して受信されるパケットを並べ替えることに関係する並べ替えステータスを
決定することに少なくとも基づいて前記第１の接続のための前記電力消費モードの前記指
示を受信する、
　前記第１の接続のための前記電力消費モードを、前記指示から、決定することに少なく
とも基づいて前記第２の接続の電力動作モードを切り替えるためのコードと、ここにおい
て、切り替えるための前記コードが、前記並べ替えステータスを決定することに少なくと
も基づいて前記電力動作モードを出ることに少なくとも基づいて前記第２の接続の前記電
力動作モードを切り替える、
　を備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２８】
　前記並べ替えステータスは、並べ替えが進行中であるのかまたは進行中でないのかとい
う第２の指示、パケット並べ替えタイマーのために残っている時間、あるいは前記パケッ
ト並べ替えタイマーが開始してからの時間のうちの少なくとも１つに基づく、請求項２７
に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２９】
　前記電力動作モードを出ることが、前記第２の接続を介して、省電力ポール、または前
記電力動作モードを出ることを示すピギーバック省電力制御とともにアップリンクユーザ
データのうちの少なくとも１つを送信することを備える、請求項２７に記載の非一時的コ
ンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３０】
　受信するための前記コードが、前記第１の接続を介してパケットを受信または送信する
ことに少なくとも基づいて前記指示を受信する、請求項２７に記載の非一時的コンピュー
タ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張
　[0001]本特許出願は、両方の出願が本出願の譲受人に譲渡され、両方の出願全体が参照
により本明細書に明確に組み込まれる、２０１５年３月１９日に出願された「ＴＥＣＨＮ
ＩＱＵＥＳ　ＦＯＲ　ＭＡＮＡＧＩＮＧ　ＰＯＷＥＲ　ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ　ＭＯＤＥＳ
　ＯＦ　Ａ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ　（ＵＥ）　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＮＧ　
ＷＩＴＨ　Ａ　ＰＬＵＲＡＬＩＴＹ　ＯＦ　ＲＡＤＩＯ　ＡＣＣＥＳＳ　ＴＥＣＨＮＯＬ
ＯＧＩＥＳ　（ＲＡＴＳ）」と題する仮出願番号第６２／１３５，５８３号、および２０
１６年３月１０日に出願された「ＴＥＣＨＮＩＱＵＥＳ　ＦＯＲ　ＭＡＮＡＧＩＮＧ　Ｐ
ＯＷＥＲ　ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ　ＭＯＤＥＳ　ＯＦ　Ａ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ
　（ＵＥ）　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＮＧ　ＷＩＴＨ　Ａ　ＰＬＵＲＡＬＩＴＹ　ＯＦ　
ＲＡＤＩＯ　ＡＣＣＥＳＳ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＩＥＳ　（ＲＡＴＳ）」と題する米国特
許出願番号第１５／０６６，２１４号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、複数の無
線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いて通信するユーザ機器（ＵＥ）の電力動作モードを管理
するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
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、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局（たとえば、ｅノードＢ）を含み得る。ＵＥ
は、ダウンリンクとアップリンクとを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または
順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リ
ンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]さらに、ＵＥは、８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））などのワイヤレス通
信技術を使用して１つまたは複数のホットスポットにアクセスすることによってワイヤレ
スローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）において通信する能力があり得る。この点に
ついて、ＵＥは、１つまたは複数のＷＬＡＮの無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）とと
もにワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）のＲＡＮ（たとえば、セルラーネ
ットワーク）と通信することができる。ＵＥは、ＷＷＡＮのＲＡＮと通信するように動作
可能な受信機（たとえば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））、ユニ
バーサル電気通信モバイルシステム（ＵＭＴＳ）、または同様の受信機）とＷＬＡＮのＲ
ＡＮと通信するように動作可能な別の受信機（たとえば、８０２．１１　Ｗｉ－Ｆｉ受信
機）とを含むことができる。ＵＥは、追加または代替として、両方のＲＡＮ（たとえば、
ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮ）と通信するために動作可能な単一の受信機を含み得る。いずれ
の場合も、ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮを介した通信は、１つまたは複数のネットワークノー
ドへの同時アクセスを与えること、ＷＷＡＮからＷＬＡＮにまたはその逆にトラフィック
をオフロードすることなどを行うために、（たとえば、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）
、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）または同様のレイヤにおいて
）アグリゲートされ得、これは、「ＲＡＮアグリゲーション」サッチと呼ばれることがあ
る。
【０００６】
　[0006]ＲＡＮアグリゲーションの現在の実装形態では、ＷＷＡＮアクセスポイントは、
所与のＵＥについてＷＷＡＮ接続とＷＬＡＮ接続とを介したダウンリンク通信をスケジュ
ールし、ＵＥは、ＷＷＡＮ接続を介してＷＷＡＮ　ＲＡＮと、ＷＬＡＮ接続を介してＷＬ
ＡＮ　ＲＡＮと通信する。ＷＬＡＮアクセスポイントは、次いで、ＵＥとＷＷＡＮアクセ
スポイントとの間で、ＷＷＡＮによってスケジュールされたデータを通信し得る。したが
って、ダウンリンク上で、ＷＷＡＮ接続とＷＬＡＮ接続とからのデータパケットは、分割
され、ＵＥにおいて順序が乱れて受信され得、したがって、ＵＥは、独立したＷＷＡＮ接
続とＷＬＡＮ接続とを介して受信されたデータパケットに関連するシーケンス番号に基づ
いてＭＡＣレイヤ、ＲＬＣレイヤまたはＰＤＣＰレイヤにおいて順が狂ったパケットを並
べ替えることができる。しかしながら、ＵＥは、電力消費量を節約すること、（たとえば
、より良い無線条件をもつアクセスポイントの位置を特定するために）他のチャネルを走
査することなどを行うために接続のうちの１つまたは複数を介してある電力動作モード（
たとえば、アイドルモード）に入り得る。この例では、ＵＥは、受信されたデータパケッ
トの並べ替えを適切に実行するために接続のうちの１つまたは複数を介してデータパケッ
トを受信するために異なる電力動作モード（たとえば、接続モード）に切り替わるために
十分な時間を有しないことがある。したがって、ＵＥは、データパケットを再送するよう
に要求し得、これは、ワイヤレスネットワークのリソースを不要に浪費することをもたら
し得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の
簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての考えられる態様の包括的な概説では
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なく、すべての態様の主要または重要な要素を識別することも、いずれかまたはすべての
態様の範囲を定めることも意図していない。その唯一の目的は、後に提示されるより詳細
な説明の導入として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示す
ることである。
【０００８】
　[0008]本開示は、たとえば、概して、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、
複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いて通信するユーザ機器（ＵＥ）の電力動作モー
ドを管理するための技法に関する。たとえば、異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）の１つ
または複数の接続が電力消費量を節約するための電力動作モードにある、無線アクセスネ
ットワーク（ＲＡＮ）中のワイヤレスデバイス、基地局、および／またはアクセスポイン
トとの間の通信を管理するための技法について、本明細書で説明する。
【０００９】
　[0009]一態様によれば、ワイヤレスデバイス（たとえば、ユーザ機器（ＵＥ））は、異
なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）および／またはネットワークアーキテクチャを使用して
、複数のＲＡＮ中のアクセスポイントと通信し得る。たとえば、ワイヤレスデバイスは、
１つまたは複数のネットワークにアクセスするために、ワイヤレスワイドエリアネットワ
ーク（ＷＷＡＮ）のためのＲＡＮまたはセルラーネットワークの発展型ノードＢまたは他
の構成要素、ＷＬＡＮのためのＲＡＮのアクセスポイントまたは同様の構成要素などと通
信し得る。一例では、ＵＥが、第１のアクセスポイントと第１のＲＡＴを使用して第１の
ネットワーク（たとえば、ＷＷＡＮ）にアクセスし、第２のアクセスポイントと第２のＲ
ＡＴを使用して第２のネットワーク（たとえば、ＷＬＡＮ）にアクセスするトラフィック
アグリゲーション（たとえば、ＲＡＮアグリゲーション）を実装し得、ここで、第２のア
クセスポイントは、第１のネットワークへのトラフィックアグリゲーションをＵＥに与え
るために第１のアクセスポイントと通信する。第１のアクセスポイントと第２のアクセス
ポイントとは、ＲＡＮの一部であるか、またはさもなければ異なるＲＡＮを利用し得る。
この構成により、第１のネットワークおよび／または第２のネットワークとの改善された
接続性が可能になるが、アクセスポイントのうちの少なくとも１つとの接続が、電力消費
量を節約するための電力動作モードにあるときパケットを順序付けることについて問題を
生じ得る。したがって、たとえば、その電力動作モードおよび／またはアクセスポイント
との接続を介した通信は、その電力動作モードにあるアクセスポイントのうちの少なくと
も１つとの接続に基づいてパケットをドロップしないことを保証するように管理され得る
。
【００１０】
　[0010]一例では、ワイヤレス通信のための方法が提供される。本方法は、第１のＲＡＴ
を使用して第１のサービングノードとの第１の接続を確立することと、第２のＲＡＴを使
用して第２のサービングノードとの第２の接続を確立することと、ここにおいて、第１の
接続と第２の接続とがトラフィックアグリゲーションのために構成される、第１の接続の
ための電力消費モードの指示を受信することと、指示に少なくとも部分的に基づいて第２
の接続の電力動作モードを決定することとを含む。
【００１１】
　[0011]本方法はまた、第１の接続からの電力消費モードの指示を受信することが、第１
の接続または第２の接続のうちの少なくとも１つを介して受信されるパケットを並べ替え
ることに関係する並べ替えステータスを決定することを備えることを含み得る。本方法は
、並べ替えステータスが、並べ替えが進行中であるのかまたは進行中でないのかという第
２の指示、パケット並べ替えタイマーのために残っている時間、あるいはパケット並べ替
えタイマーが開始してからの時間のうちの少なくとも１つに基づくことをさらに含み得る
。本方法は、第２の接続の電力動作モードを決定することが、並べ替えステータスを決定
することに少なくとも部分的に基づいてその電力動作モードを出ることを備えることを含
み得る。また、本方法は、第１の接続から電力消費モードの指示を受信することが、第１
の接続または第２の接続のうちの少なくとも１つを介して受信されるパケットが正常に並
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べ替えられているかどうかを決定することを備え、第２の接続の電力動作モードを決定す
ることが、パケットが並べ替えられていると決定することに少なくとも部分的に基づくこ
とを含み得る。
【００１２】
　[0012]本方法はまた、第１の接続から電力消費モードの指示を受信することが、不連続
受信（ＤＲＸ）非アクティビティタイマーの満了に続いて第１のＲＡＴについて別の電力
動作モードに入ることに関係する第１のＲＡＴのＤＲＸ非アクティビティタイマーがトー
リングしている（toll）のかどうかを決定することを備えることを含み得る。本方法は、
ＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしていると決定することが、第１の接続を
介してダウンリンク送信を受信することに基づいてＤＲＸ非アクティビティタイマーがト
ーリングしていると決定することを備えることを含み得る。本方法は、第１の接続から電
力消費モードの指示を受信することが、オン継続時間タイマーの満了に続いて第１のＲＡ
Ｔについて別の電力動作モードから出ることに関係する第１のＲＡＴのオン継続時間タイ
マーが満了したのかどうかを決定することを備えることをさらに含み得る。その上、本方
法は、指示を受信することが、第１の接続を介してパケットを受信することに少なくとも
部分的に基づくことを含み得る。
【００１３】
　[0013]本方法は、指示を受信することが、第２の接続を介した電力動作モードを出るこ
とを指示する制御パケットを第１の接続または第２の接続を介して受信することを備える
ことをさらに含み得る。本方法は、その電力動作モードを出ることを決定することが、そ
の電力動作モードが第２の接続に対して許可されることを示す別の制御パケットが第１の
接続または第２の接続を介して受信されるまで、その電力動作モードから離れたままであ
ることを決定することを備えることを含み得る。また、本方法は、制御パケットが、その
電力動作モードに入るべき時間を示すことを含み得る。
【００１４】
　[0014]別の例では、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本装置は、トランシー
バと、命令を記憶するように構成されたメモリと、トランシーバおよびメモリと通信可能
に結合された少なくとも１つのプロセッサとを含む。少なくとも１つのプロセッサは、第
１のＲＡＴを使用して第１のサービングノードとの第１の接続を確立することと、第２の
ＲＡＴを使用して第２のサービングノードとの第２の接続を確立することと、ここにおい
て、第１の接続と第２の接続とがトラフィックアグリゲーションのために構成される、第
１の接続のための電力消費モードの指示を受信することと、指示に少なくとも部分的に基
づいて第２の接続の電力動作モードを決定することとを行うように構成される。
【００１５】
　[0015]本装置は、少なくとも１つのプロセッサが、第１の接続または第２の接続のうち
の少なくとも１つを介して受信されるパケットを並べ替えることに関係する並べ替えステ
ータスを決定することに少なくとも基づいて第１の接続から電力消費モードの指示を受信
することを行うように構成されることをさらに含み得る。本装置はまた、並べ替えステー
タスが、並べ替えが進行中であるのかまたは進行中でないのかという第２の指示、パケッ
ト並べ替えタイマーのために残っている時間、あるいはパケット並べ替えタイマーが開始
してからの時間のうちの少なくとも１つに基づくことを含み得る。さらに、本装置は、少
なくとも１つのプロセッサが、並べ替えステータスを決定することに少なくとも基づいて
電力動作モードを出ることに少なくとも基づいて第２の接続の電力動作モードを決定する
ことを行うように構成されることを含み得る。
【００１６】
　[0016]本装置はまた、少なくとも１つのプロセッサが、第１の接続または第２の接続の
うちの少なくとも１つを介して受信されるパケットが正常に並べ替えられているのかどう
かを決定することに少なくとも基づいて第１の接続から電力消費モードの指示を受信する
こと、ここにおいて、少なくとも１つのプロセッサは、パケットが並べ替えられていると
決定することに少なくとも基づいて第２の接続の電力動作モードを決定することを行うよ
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うに構成された、を行うように構成されることを含み得る。本装置は、少なくとも１つの
プロセッサが、不連続受信（ＤＲＸ）非アクティビティタイマーの満了に続いて第１のＲ
ＡＴについて別の電力動作モードに入ることに関係する第１のＲＡＴのＤＲＸ非アクティ
ビティタイマーがトーリングしているのかどうかを決定することに少なくとも基づいて第
１の接続から電力消費モードの指示を受信することを行うように構成されることを含み得
る。本装置はまた、少なくとも１つのプロセッサが、第１の接続を介してダウンリンク送
信を受信することに基づいてＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしていると決
定することに少なくとも基づいてＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしている
と決定することを行うように構成されることを含み得る。さらに、本装置は、少なくとも
１つのプロセッサが、オン継続時間タイマーの満了に続いて第１のＲＡＴについて別の電
力動作モードから出ることに関係する第１のＲＡＴのオン継続時間タイマーが満了したの
かどうかを決定することに少なくとも基づいて第１の接続から電力消費モードの指示を受
信することを行うように構成されることを含み得る。
【００１７】
　[0017]本装置はまた、少なくとも１つのプロセッサが、第１の接続を介してパケットを
受信することに少なくとも部分的に基づいて指示を受信することを行うように構成される
ことを含み得る。また、本装置は、少なくとも１つのプロセッサが、第２の接続を介した
電力動作モードを出ることを指示する制御パケットを第１の接続または第２の接続を介し
て受信することに少なくとも基づいて指示を受信することを行うように構成されることを
含み得る。
【００１８】
　[0018]別の例によれば、ワイヤレス通信のための方法が提供される。本方法は、第１の
ＲＡＴを使用して第１の接続を介してＵＥにサービスすることと、第２のＲＡＴを使用し
てアクセスポイントとの第２の接続に関連する電力動作モードでＵＥが構成されるのかど
うかを決定することと、ＵＥが第２の接続に関連する電力動作モードで構成されるという
決定に少なくとも部分的に基づいて第１の時間間隔中に第２の接続についてのデータをス
ケジュールすることと、第２の時間間隔中に第１の接続と第２の接続との上でデータをス
ケジュールすることとを含む。
【００１９】
　[0019]本方法はまた、第１の接続と第２の接続との上でデータをスケジュールすること
が、ＵＥが第２の接続を介した電力動作モードを出ると決定することに少なくとも部分的
に基づくことを含むことができる。本方法はまた、第２の接続を決定することが電力動作
モードにあり、第１の時間間隔の間に第２の接続上でデータをスケジュールすることが、
ＵＥに送信するために利用可能なデータバッファのサイズに少なくとも部分的に基づくこ
とを含み得る。さらに、本方法は、第２の接続をその電力動作モードから離れたままにす
るために、第２のＲＡＴに関係する非アクティビティタイマー間隔中に第２の接続上で少
なくとも１つのパケットをスケジュールすることを含み得る。本方法はまた、無線リソー
ス制御シグナリング中でＵＥに非アクティビティタイマー間隔をシグナリングすることを
含み得る。さらに、本方法は、ＵＥに送信するために利用可能なデータバッファのサイズ
がしきい値よりも小さいと決定することに少なくとも部分的に基づいて第２の接続上で少
なくとも１つのパケットをスケジュールすることを控えることを含み得る。
【００２０】
　[0020]別の例では、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本装置は、トランシー
バ、命令を記憶するように構成されたメモリ、トランシーバおよびメモリと通信可能に結
合された少なくとも１つのプロセッサを含む。少なくとも１つのプロセッサは、第１のＲ
ＡＴを使用して第１の接続を介してＵＥにサービスすることと、第２のＲＡＴを使用して
アクセスポイントとの第２の接続に関連する電力動作モードでＵＥが構成されるのかどう
かを決定することと、ＵＥが第２の接続に関連する電力動作モードで構成されるという決
定に少なくとも部分的に基づいて第１の時間間隔中に第２の接続についてのデータをスケ
ジュールすることと、第２の時間間隔中に第１の接続と第２の接続との上でデータをスケ
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ジュールすることとを行うように構成される。
【００２１】
　[0021]本装置はまた、少なくとも１つのプロセッサが、ＵＥが第２の接続を介した電力
動作モードを出ると決定することに少なくとも基づいて第１の接続と第２の接続との上で
データをスケジュールすることを行うように構成されることを含み得る。
【００２２】
　[0022]上記および関係する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十
分に記載され、特に特許請求の範囲内で指摘される特徴を備える。以下の説明および添付
の図面は、１つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、
これらの特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のほんのいくつかを示すも
のであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものとする
。
【００２３】
　[0023]説明する態様のより完全な理解を容易にするために、次に添付の図面を参照し、
そこにおいて、同様の数字を用いて同様の要素が参照される。これらの図面は、本明細書
で説明する態様を限定するものとして解釈すべきではなく、例示的なものにすぎない。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】[0024]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を概念的に示
すブロック図。
【図２】[0025]本開示の様々な態様に従って構成されたｅノードＢおよびＵＥの一例を概
念的に示すブロック図。
【図３】[0026]本開示の様々な態様による、ＵＥにおける無線アクセス技術のアグリゲー
ションを概念的に示すブロック図。
【図４】[0027]本開示の様々な態様による、ＵＥとＰＤＮとの間のデータ経路の一例を概
念的に示すブロック図。
【図５】[0028]本開示の様々な態様に従って構成されたそれぞれの構成要素とともに、Ｕ
ＥおよびｅノードＢの一例を概念的に示すブロック図。
【図６】[0029]本開示の様々な態様による、電力動作モードを決定するための方法を示す
フローチャート。
【図７】[0030]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を概念的に示
すブロック図。
【図８】[0031]本開示の様々な態様による、通信をスケジュールするための方法を示すフ
ローチャート。
【図９】[0032]本開示の様々な態様による、通信をスケジュールするための方法を示すフ
ローチャート。
【図１０】[0033]本開示の様々な態様による、通信をスケジュールするための方法を示す
フローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　[0034]添付の図面に関して以下に記載される発明を実施するための形態は、様々な構成
を説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る構成のみを表すものでは
ない。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳
細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの特定の詳細なしに実施され得ることは
、当業者には明らかであろう。場合によっては、そのような概念を曖昧にすることを回避
するために、よく知られている構造および構成要素がブロック図の形態で示される。
【００２６】
　[0035]トラフィックアグリゲーションを用いたワイヤレスネットワークにおける通信を
スケジュールするための様々な技法について説明する。たとえば、ワイヤレスデバイス（
たとえば、ユーザ機器（ＵＥ））は、第１のワイヤレスネットワークにアクセスするため
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に、第１のＲＡＴを使用して第１のアクセスポイントと通信することができ、第２のＲＡ
Ｔを使用して第２のアクセスポイントと通信することができ、ここで、第２のアクセスポ
イントは、第１のアクセスポイントを介して第１のワイヤレスネットワークへの追加のア
クセスを容易にし得る。たとえば、第１のアクセスポイントとは異なる無線アクセスネッ
トワーク（ＲＡＮ）の一部であり得る第２のアクセスポイントは、（たとえば、バックホ
ールリンクを介して）第１のアクセスポイントと通信することによって第１のネットワー
クとワイヤレスデバイスとの間の通信を可能にすることができる。この点について、ワイ
ヤレスデバイスは、第１のワイヤレスネットワークにアクセスするために、それぞれ第１
のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを使用して第１のアクセスポイントおよび第２のアクセスポ
イントに接続することができる。パケットは、第１のアクセスポイントと第２のアクセス
ポイントとからワイヤレスデバイスに同時に通信され得、順序が乱れて到着し、ワイヤレ
スデバイスによって処理され得る。したがって、ワイヤレスデバイスは、第１のアクセス
ポイントと第２のアクセスポイントとから受信されたパケットごとに示されるシーケンス
番号に少なくとも部分的に基づいてパケットを並べ替え得る。パケットまたは他のデータ
ユニットの並べ替えは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤ、無線リンク制御（ＲＬＣ）
レイヤ、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤ、インターネッ
トプロトコル（ＩＰ）レイヤ、伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）またはＴＣＰ／ＩＰレイヤ
、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）またはＵＤＰ／ＩＰレイヤ、アプリケーショ
ンレイヤなどの１つまたは複数のネットワークレイヤにおいて行われ得る。
【００２７】
　[0036]一例では、ワイヤレスデバイスは、第１または第２のアクセスポイントとの接続
を介してある電力動作モードに入り得る。その電力動作モードは、ワイヤレスデバイスが
通信するのを中止する間に電力節約モードまたは他のモードに関係することができる。そ
の電力動作モードは、いくつかの時間期間中に関係する接続についてワイヤレスデバイス
の無線リソースを中断することを含むことができ、したがって、信号は、その時間期間中
に受信または送信されないことがある。ただし、その電力動作モードでの接続を介してい
くつかのパケットが受信されないことがあるので、これは、ワイヤレスデバイスにおける
パケット並べ替えを抑止し得、ワイヤレスデバイスとのアクティブ接続を有する第１およ
び／または第２のアクセスポイントは、他の接続がその電力動作モードにあることを知ら
ないことがある。したがって、パケット並べ替えが中断され得、パケットがある時間期間
内に受信されず、並べ替えられない場合、パケットはドロップされ得る。
【００２８】
　[0037]特定の例では、ワイヤレスデバイスは、（たとえば、接続を介したデータ送信／
受信トラフィック非アクティビティを検出すること、電力動作モードによって定義された
時間期間中に異なるチャネル上で他のアクセスポイントを発見するために走査することを
決定することなどに少なくとも部分的に基づいて）電力を節約するためにアクセスポイン
トとの接続を介してある電力動作モードに入ることを決定し得る。ワイヤレスデバイスが
その電力動作モードにあるとき、アクセスポイントは、パケットが要求されるか、または
さもなければデバイスがその電力動作モードを出るまで、ワイヤレスデバイス宛てのパケ
ットをバッファし得る。いくつかの例では、アクセスポイントは、バッファデータパケッ
トに関してワイヤレスデバイスに通知するために、その電力動作モードにあるワイヤレス
デバイスについてビーコン中のトラフィック指示マップ（ＴＩＭ：traffic indication m
ap）ビットセットを保ち得る。これにより、アクセスポイントがワイヤレスデバイスにつ
いてデータパケットをバッファしたことをワイヤレスデバイスが検出することが可能にな
り得、ワイヤレスデバイスは、それに応じて、（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉまたは同様の機能
中で省電力ポール（ＰＳ－Ｐｏｌｌ：power save-poll）を使用して）データパケットを
要求し、および／またはその電力動作モードを出て、アクセスポイントがワイヤレスデバ
イスについてバッファデータパケットを送信することができるようにアクセスポイントに
通知することができる。
【００２９】
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　[0038]この点について、ワイヤレスデバイスがその電力動作モードにあるとき、データ
パケットは、送信される前に、数ミリ秒から数百ミリ秒までの可変時間量の間アクセスポ
イント上でバッファされ得る。ビーコン送信間隔（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉにおける１００
ミリ秒（ｍｓ））、次のビーコン送信に関するアクセスポイントにおけるデータパケット
到着時間、伝送媒体がアクセスポイントにおいてターゲットビーコン送信時間（ＴＢＴＴ
）にビジーであることによる遅延ビーコン送信、その電力動作モードにあるときにいくつ
かのビーコンをスキップするワイヤレスデバイスの挙動（たとえば、いくつかのワイヤレ
スデバイスは、配信トラフィック指示マップ（ＤＴＩＭ）間隔の倍数においてのみビーコ
ンを処理し得る、（たとえば、伝送媒体上での衝突による）消失／紛失ビーコン、ＰＳ－
Ｐｏｌｌハンドシェイクのため、またはワイヤレスデバイスからアクセスポイントへの電
力動作モード指示を出るという指示のためにかかる時間など、様々なファクタが可変バッ
ファ継続時間に影響を及ぼし得る。
【００３０】
　[0039]いずれの場合も、（たとえば、ＰＤＣＰレイヤにおける）ワイヤレスデバイス上
での並べ替えタイムアウトは、ワイヤレスデバイスがその電力動作モードにあるときアク
セスポイント上での変動するバッファリング継続時間よりも小さい値であり得る（たとえ
ば、６５ｍｓ）。これは、他のアグリゲート接続上のパケット（たとえば、ＰＤＣＰパケ
ット）が受信されたときにワイヤレスデバイス上での頻繁な並べ替えタイムアウトを生じ
得るが、その電力動作モードでの接続を介して送られるパケットは、アクセスポイントに
おけるバッファリングにより遅延し、並べ替えキューに１つまたは複数のパケットがある
。並べ替えタイムアウトは、並べ替えキューから上位レイヤへのパケットのフラッシング
（たとえば、ＵＤＰ／ＩＰ、ＴＣＰ／ＩＰなどのレイヤへのＰＤＣＰパケットのフラッシ
ング）を生じ得、これは、損失パケットを受け、エンドツーエンドアプリケーションに影
響を及ぼすことができる。並べ替えタイムアウトに加えて、パケットのフラッシングは、
並べ替えられるべきパケットによって使用されるメモリが大きくなりすぎるとトリガされ
得る。アクセスポイントからのバッファＰＤＣＰパケットは、おそらく最終的にワイヤレ
スデバイスに達し得るが、これは、ワイヤレスデバイスのＰＤＣＰレイヤ並べ替え窓が移
動する並べ替えタイムアウトの後になり得、遅延ＰＤＣＰパケットは、もはや使用されず
、ドロップされる。さらに、任意の量の並べ替えは、ワイヤレスデバイスにおける処理負
担を増加させ得、これは、デバイス電力に悪影響を有し得、および／または順が狂ったパ
ケットを一時的に記憶するために追加のメモリを必要とし得る。
【００３１】
　[0040]したがって、本明細書で説明する態様は、複数の電力動作モードを可能にするア
グリゲート接続を介したそのようなパケットロスを回避することに関する。関係する接続
を介して送信されるパケットを受信するために複数の電力動作モードを扱うためにワイヤ
レスデバイスおよび／またはアクセスポイントにおいて様々な機構が使用され得る。たと
えば、第１のアクセスポイントから第１の接続を介して通信を受信するワイヤレスデバイ
スは、第２のアクセスポイントとの第２の接続がある電力動作モードにあるのかどうかを
決定することができる。その電力動作モードは、たとえば、第２の接続がアクセスポイン
トと通信するためのアクティブリソースを有する接続モードなどの実質的に任意の全電力
または制限電力動作モード、第２の接続がいくつかのリソースを介してページング信号を
周期的に受信するように制限され得るアイドルモード、第２の接続に関係するトランシー
バまたは他の無線周波数（ＲＦ）フロントエンド構成要素がある時間期間の間電源切断さ
れるスリープまたは電源切断モードなどを含むことができる。いずれの場合も、ワイヤレ
スデバイスは、第１および／または第２の接続を介した通信の１つまたは複数の態様（た
とえば、第１の接続を介して通信を受信すること、受信パケットの並べ替え、第１の接続
を介して通信を受信することに関係するトーリングまたはタイマーの満了を決定すること
、制御パケットを受信することなどに関係する態様）に基づいて第２の接続のための電力
動作モードを出るか、またはそれを（たとえば、接続モードまたは他の全電力モードに）
切り替えることによって第２の接続のための電力動作モードを決定し得る。具体的には、
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たとえば、通信の１つまたは複数の態様は、第１および／または第２の接続を介した電力
消費モードの指示に対応し得、ここで、電力消費モードの指示は、第１の接続および／ま
たは第２の接続を介して受信されたパケットを並べ替えることに関係する並べ替えステー
タス、パケット並べ替えタイマーに残っている時間の指示または決定、第１の接続および
／または第２の接続を介して受信されたパケットが正常に並べ替えられているかどうかに
関する指示または決定、不連続受信（ＤＲＸ）非アクティビティタイマーの満了に続いて
第１のＲＡＴについて別の電力動作モードに入ることに関係する第１のＲＡＴのＤＲＸ非
アクティビティタイマーがトーリングしているのかどうかに関する指示または決定、オン
継続時間タイマーの満了に続いて第１のＲＡＴについて別の電力動作モードを出ることに
関係する第１のＲＡＴのオン継続時間タイマーが満了したのかどうかに関する指示または
決定、第１の接続を介してダウンリンク送信を受信すること、第２の接続を介してその電
力動作モードから出ることを示す制御パケットを第１の接続または第２の接続を介して受
信することなど、第１および／または第２の接続を介してワイヤレスデバイスによって電
力が使用されているという実質的に任意の指示を含み得る。
【００３２】
　[0041]別の例では、第１のアクセスポイントは、（たとえば、第２のアクセスポイント
からの情報に基づいて）第２の接続がある電力動作モードにあるのかどうかを決定するこ
とができ、それに応じて、第２の接続を介してワイヤレスデバイスに送信するためのデー
タを第２のアクセスポイントに与えることを回避することができる。また別の例では、第
１のアクセスポイントは、（たとえば、ワイヤレスデバイスに制御パケットを送信するこ
とによって）第２の接続を介した電力動作モードを出るようにワイヤレスデバイスに命令
することができ、それに応じて、第２の接続を介してワイヤレスデバイスに送信するため
のデータを第２のアクセスポイントに与えることができる。
【００３３】
　[0042]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使
用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語はしばしば互換的に使用さ
れる。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universa
l Terrestrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲ
Ａは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標）：Wideband CDMA）およびＣＤＭＡの他
の変形態を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６
規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳ
Ｍ（登録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴ
ＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultr
a Mobile Broadband）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（
ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無線
技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡはＵＭＴＳの一部である。３ＧＰＰ（登
録商標）　ＬＴＥおよびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用する
ＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ
－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称す
る団体からの文書に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パー
トナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に記載されている
。本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレスネットワークおよび無線技術、ならびに
他のワイヤレスネットワークおよび無線技術のために使用され得る。明快のために、本技
法のいくつかの態様について以下ではＬＴＥに関して説明し、以下の説明の大部分におい
てＬＴＥ用語を使用する。
【００３４】
　[0043]図１は、本明細書で説明する態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例
を概念的に示すブロック図である。ワイヤレス通信システム１００は、基地局（またはセ
ル）１０５と、ユーザ機器（ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局
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１０５のうちの１つまたは複数は、随意に、本明細書でさらに説明するように、複数の接
続のうちの少なくとも１つのための決定された電力動作モードに基づいてトラフィックア
グリゲーション中の複数の接続を介した１つまたは複数のＵＥ１１５への通信をいつスケ
ジュールすべきかを決定するためにスケジューリング構成要素５２０を含むことができ、
および／またはそれに結合され得る。ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数は、随意に、本
明細書でさらに説明するように、それらの並べ替えのための１つまたは複数の接続を介し
た通信を受信することを容易にするためにトラフィックアグリゲーション中の複数の接続
のうちの１つまたは複数を介した電力動作モードを管理するために通信構成要素５４０を
含むことができ、および／またはそれに結合され得る。基地局１０５は、様々な実施形態
ではコアネットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る、基地局コントローラ
（図示せず）の制御下でＵＥ１１５と通信し得る。基地局１０５は、第１のバックホール
リンク１３２を通してコアネットワーク１３０と制御情報および／またはユーザデータを
通信し得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通
信リンクであり得る第２のバックホールリンク１３４を介して互いに直接または間接的に
通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信
号）上での動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に
変調された信号を送信し得る。たとえば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な
無線技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキ
ャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘ
ッド情報、データなどを搬送し得る。ワイヤレス通信システム１００はまた、複数のフロ
ー上での動作を同時にサポートし得る。いくつかの態様では、複数のフローは、複数のワ
イヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）またはセルラーフローに対応し得る。他
の態様では、複数のフローは、ＷＷＡＮまたはセルラーフローとワイヤレスローカルエリ
アネットワーク（ＷＬＡＮ）またはＷｉ－Ｆｉフローとの組合せに対応し得る。
【００３５】
　[0044]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トラ
ンシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（
ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホ
ームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局１０５の
ための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセク
タに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプ（たと
えば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）の基地局１０５を含
み得る。異なる技術に対して重複するカバレージエリアがあり得る。概して、基地局１０
５－ａは、ＷＷＡＮに対応する基地局であり得（たとえば、ＬＴＥまたはＵＭＴＳマクロ
セル、ピコセル、フェムトセルなどの基地局）、基地局１０５－ｂは、ＷＬＡＮに対応す
る基地局であり得る（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉホットスポット）。ただし、単一の基地局１
０５が、複数のＲＡＴ（たとえば、ＬＴＥとＷｉ－Ｆｉ、ＬＴＥとＵＭＴＳ、ＵＭＴＳと
Ｗｉ－Ｆｉなど）を介した通信をサポートすることができることを諒解されたい。
【００３６】
　[0045]実装形態では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワー
ク通信システムである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク通信システムでは、発展型ノー
ドＢ（ｅノードＢ）という用語は、概して、基地局１０５について説明するために使用さ
れ得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅノードＢが様々な地理的領
域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、
各ｅノードＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイ
プのセルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たと
えば、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥ１１５によるネ
ットワークプロバイダとの無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地
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理的エリア（たとえば、建築物）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥ１１５によ
るネットワークプロバイダとの無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的
小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、無制限アクセスに加えて、フェム
トセルとの関連を有するＵＥ１１５（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed s
ubscriber group）中のＵＥ１１５、自宅内のユーザのためのＵＥ１１５など）による制
限付きアクセスをも可能にし得る。マクロセルのためのｅノードＢ１０５はマクロｅノー
ドＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅノードＢ１０５はピコｅノードＢと呼ば
れることがある。また、フェムトセルのためのｅノードＢ１０５はフェムトｅノードＢま
たはホームｅノードＢと呼ばれることがある。ｅノードＢ１０５は、１つまたは複数の（
たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。ワイヤレス通信システム１
００は、ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数によるＬＴＥおよびＷＬＡＮまたはＷｉ－Ｆ
ｉの使用をサポートし得る。
【００３７】
　[0046]コアネットワーク１３０は、第１のバックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１
インターフェースなど）を介してｅノードＢ１０５または他の基地局１０５と通信し得る
。ｅノードＢ１０５はまた、たとえば、第２のバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ
２インターフェースなど）を介しておよび／または第１のバックホールリンク１３２を介
して（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）直接または間接的に、互いに通信し
得る。ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同
期動作の場合、ｅノードＢ１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅノード
Ｂ１０５からの送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅノードＢ１
０５は異なるフレームタイミングを有し得、異なるｅノードＢ１０５からの送信は時間的
に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のい
ずれにも使用され得る。
【００３８】
　[0047]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、移動局
、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニッ
ト、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイ
ス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、
ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何ら
かの他の適切な用語で呼ばれることがある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端
末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タ
ブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスロー
カルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅノードＢ、ピコｅノー
ドＢ、フェムトｅノードＢ、リレーなどと通信することが可能であり得る。
【００３９】
　[0048]ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は、ＵＥ１１５
からｅノードＢ１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信および／またはｅノードＢ１０５か
らＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リン
ク送信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもあ
る。
【００４０】
　[0049]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの態様では、ＵＥ１１５は、２つ以上
のｅノードＢ１０５でキャリアアグリゲーション（ＣＡ）をサポートするように構成され
得る。キャリアアグリゲーションのために使用されるｅノードＢ１０５はコロケートされ
得るか、または高速接続を通して接続され得る。いずれの場合も、ＵＥ１１５とｅノード
Ｂ１０５との間のワイヤレス通信のためのコンポーネントキャリア（ＣＣ）のアグリゲー
ションを協調させることは、キャリアアグリゲーションを実行するために使用されている
様々なセル間で情報が容易に共有され得るので、より容易に行われ得る。キャリアアグリ
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ゲーションのために使用されるｅノードＢ１０５がコロケートされない（たとえば、遠く
に離れているかまたはそれらの間の高速接続を有しない）とき、コンポーネントキャリア
のアグリゲーションを協調させることは、追加の態様を伴い得る。
【００４１】
　[0050]さらに、たとえば、いくつかの基地局１０５は、上記で説明したようにキャリア
アグリゲーションに基づいて可能になり得る、異なるＲＡＴを使用する基地局が（たとえ
ば、所与のＵＥ１１５のために）両方の基地局からのトラフィックをアグリゲートするた
めに通信することができるように、トラフィックアグリゲーションをサポートすることが
できる。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、基地局１０５－ａおよび基地局１０５－ｂと通信
することができ、基地局１０５－ｂは、関係するＷＷＡＮに通信するためにＵＥ１１５－
ａと基地局１０５－ａとの間のトラフィックのアグリゲーションを協調させるために基地
局１０５－ａと通信することができる。したがって、一例では、ＵＥ１１５－ａは、１つ
または複数のトランシーバを使用して、ＬＴＥ通信およびＷｉ－Ｆｉ通信をサポートし得
る。この点について、たとえば、ＵＥ１１５－ａが、それぞれのＲＡＴを使用して異なる
ＲＡＮを動作させる基地局１０５－ａと基地局１０５－ｂとに第１のワイヤレスネットワ
ークのためのデータを通信するように、ＵＥ１１５－ａのためのトラフィックアグリゲー
ションが確立され得る。基地局１０５－ｂは、関係する第１のワイヤレスネットワークに
おいて通信するために、基地局１０５－ａとの間でデータを与えることができる。この構
成は、ＵＥ１１５－ａについてスループットの増加または他の接続性プロパティの改善を
可能にする。さらに、トラフィックアグリゲーションは、この点について、対応するシー
ケンス番号をもつパケットまたはデータユニットを有する１つまたは複数のネットワーク
レイヤで行われ得、したがって、パケットまたはデータユニットがＵＥ１１５－ａにおい
て順序が乱れて受信され得、したがって、ＵＥ１１５－ａは、パケットを並べ替えること
ができる。たとえば、トラフィックアグリゲーションは、ＭＡＣレイヤ、ＲＬＣレイヤ、
ＰＤＣＰレイヤ、ＩＰレイヤ、ＴＣＰまたはＴＣＰ／ＩＰレイヤ、ＵＤＰまたはＵＤＰ／
ＩＰレイヤ、１つまたは複数のアプリケーションレイヤなどを介して行われ得る。
【００４２】
　[0051]図２は、本明細書で説明する態様に従って構成されたｅノードＢ２１０およびＵ
Ｅ２５０の例を概念的に示すブロック図である。たとえば、図２に示されているように、
システム２００の基地局／ｅノードＢ２１０およびＵＥ２５０は、それぞれ、図１中の基
地局／ｅノードＢのうちの１つおよびＵＥのうちの１つであり得る。したがって、基地局
／ｅノードＢ２１０は、随意に、本明細書でさらに説明するように、複数の接続のうちの
少なくとも１つのための決定された電力動作モードに基づいてトラフィックアグリゲーシ
ョン中の複数の接続を介した１つまたは複数のＵＥ２５０への通信をいつスケジュールす
べきかを決定するためにスケジューリング構成要素５２０を含むことができ、および／ま
たはそれに結合され得る。ＵＥ２５０は、随意に、本明細書でさらに説明するように、そ
れらの並べ替えのための１つまたは複数の接続を介した通信を受信することを容易にする
ためにトラフィックアグリゲーション中の複数の接続のうちの１つまたは複数を介した電
力動作モードを管理するために通信構成要素５４０を含むことができ、および／またはそ
れに結合され得る。いくつかの態様では、ｅノードＢ２１０は、本明細書で説明するよう
に、トラフィックアグリゲーションをサポートし得る。いくつかの態様では、ＵＥ２５０
も、トラフィックアグリゲーションをサポートし得る。ＵＥ２５０は、ｅノードＢ２１０
または他のネットワークエンティティから、トラフィックアグリゲーションのための構成
情報を受信し得る。基地局２１０はアンテナ２３４1～tを装備し得、ＵＥ２５０はアンテ
ナ２５２1～rを装備し得、ここにおいて、ｔおよびｒは１よりも大きいかまたはそれに等
しい整数である。
【００４３】
　[0052]基地局２１０において、基地局送信プロセッサ２２０は、基地局データソース２
１２からデータを受信し、基地局コントローラ／プロセッサ２４０から制御情報を受信し
得る。制御情報は、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、物理ハイブリッド自動再送要求／要求（Ｈ
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ＡＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、ＰＤＣＣＨなどの上で搬送され得る。デ
ータは、ＰＤＳＣＨなどの上で搬送され得る。基地局送信プロセッサ２２０は、データシ
ンボルおよび制御シンボルを取得するために、それぞれデータおよび制御情報を処理（た
とえば、符号化およびシンボルマッピング）し得る。基地局送信プロセッサ２２０はまた
、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセル固有基準信号（ＲＳ：reference signal）のた
めの、基準シンボルを生成し得る。基地局送信（ＴＸ）多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）プ
ロセッサ２３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／または基
準シンボルにおいて空間処理（たとえば、プリコーディング）を実施し得、基地局変調器
／復調器（ＭＯＤ／ＤＥＭＯＤ）２３２1～tに出力シンボルストリームを与え得る。各基
地局変調器／復調器２３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、
ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各基地局変調
器／復調器２３２はさらに、ダウンリンク信号を取得するために、出力サンプルストリー
ムを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート
）し得る。変調器／復調器２３２1～tからのダウンリンク信号は、それぞれアンテナ２３
４1～tを介して送信され得る。
【００４４】
　[0053]ＵＥ２５０において、ＵＥアンテナ２５２1～rは、基地局２１０からダウンリン
ク信号を受信し得、受信信号をそれぞれＵＥ変調器／復調器（ＭＯＤ／ＤＥＭＯＤ）２５
４1～rに与え得る。各ＵＥ変調器／復調器２５４は、入力サンプルを取得するために、そ
れぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデ
ジタル化）し得る。各ＵＥ変調器／復調器２５４はさらに、受信シンボルを取得するため
に、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルをさらに処理することができる。
ＵＥ　ＭＩＭＯ検出器２５６は、すべてのＵＥ変調器／復調器２５４1～rから受信シンボ
ルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出シンボ
ルを与え得る。ＵＥ受信プロセッサ２５８は、検出シンボルを処理（たとえば、復調、デ
インターリーブ、および復号）し、ＵＥ２５０の復号されたデータをＵＥデータシンク２
６０に与え、復号された制御情報をＵＥコントローラ／プロセッサ２８０に与え得る。
【００４５】
　[0054]アップリンク上では、ＵＥ２５０において、ＵＥ送信プロセッサ２６４は、ＵＥ
データソース２６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、
ＵＥコントローラ／プロセッサ２８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を
受信し、処理し得る。ＵＥ送信プロセッサ２６４はまた、基準信号のための基準シンボル
を生成することができる。ＵＥ送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場合
、ＵＥ　ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２６６によってプリコーディングされ、（たとえば、
ＳＣ－ＦＤＭなどのために）ＵＥ変調器／復調器２５４1～rによってさらに処理され、基
地局２１０に送信され得る。基地局２１０において、ＵＥ２５０からのアップリンク信号
は、基地局アンテナ２３４によって受信され、基地局変調器／復調器２３２によって処理
され、適用可能な場合は基地局ＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され、ＵＥ２５０によ
って送られた復号されたデータと制御情報とが取得するために、基地局受信プロセッサ２
３８によってさらに処理され得る。基地局受信プロセッサ２３８は、復号されたデータを
基地局データシンク２４６に与え、復号された制御情報を基地局コントローラ／プロセッ
サ２４０に与え得る。
【００４６】
　[0055]基地局コントローラ／プロセッサ２４０およびＵＥコントローラ／プロセッサ２
８０は、それぞれ、基地局２１０およびＵＥ２５０における動作を指示し得る。ＵＥ２５
０におけるＵＥコントローラ／プロセッサ２８０ならびに／または他のプロセッサおよび
モジュールはまた、たとえば、図５に示された機能ブロック、および／または本明細書で
説明する技法のための他のプロセス（たとえば、図６および図８～図１０に示されたフロ
ーチャート）を実行するか、またはその実行を指示し得る。いくつかの態様では、これら
の機能ブロックおよび／またはプロセスの実行の少なくとも一部分は、ＵＥコントローラ
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／プロセッサ２８０中のブロック２８１によって実行され得る。基地局メモリ２４２およ
びＵＥメモリ２８２は、それぞれ基地局２１０およびＵＥ２５０のためのデータおよびプ
ログラムコードを記憶し得る。たとえば、ＵＥメモリ２８２は、基地局２１０および／ま
たは別の基地局によって与えられる多重接続性についての構成情報を記憶し得る。スケジ
ューラ２４４は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵ
Ｅ２５０をスケジュールするために使用され得る。
【００４７】
　[0056]一構成では、ＵＥ２５０は、第１のＲＡＴを使用して第１のサービングノードと
の第１の接続を確立するための手段、第２のＲＡＴを使用して第２のサービングノードと
の第２の接続を確立するための手段、第１の接続のための電力消費モードの指示を受信す
るための手段、および／または指示に少なくとも部分的に基づいて第２の接続の電力動作
モードを決定するための手段を含み得る。一態様では、上述の手段は、上述の手段によっ
て具陳された機能を実行するように構成された、ＵＥコントローラ／プロセッサ２８０、
ＵＥメモリ２８２、ＵＥ受信プロセッサ２５８、ＵＥ　ＭＩＭＯ検出器２５６、ＵＥ変調
器／復調器２５４、および／またはＵＥアンテナ２５２であり得る（および／またはそれ
に結合され得る）。別の態様では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を
実行するように構成されたモジュール、構成要素、または任意の装置であり得る。そのよ
うなモジュール、構成要素、または装置の例について、図５に関して説明し得る。
【００４８】
　[0057]一構成では、基地局２１０は、第１のＲＡＴを使用して第１の接続を介してＵＥ
にサービスするための手段、第２のＲＡＴを使用してアクセスポイントとの第２の接続に
関連する電力動作モードでＵＥが構成されるのかどうかを決定するための手段、ＵＥが第
２の接続に関連する電力動作モードで構成されるという決定に少なくとも部分的に基づい
て第１の時間間隔中に第２の接続についてのデータをスケジュールするための手段、およ
び／または第２の時間間隔中に第１の接続と第２の接続との上でデータをスケジュールす
るための手段を含み得る。基地局２１０はまた、第２のＲＡＴを使用するアクセスポイン
トを通じて第２の接続を介してＵＥと通信するための手段、第２の接続を介した電力動作
モードを出ることを示す制御パケットを第１の接続または第２の接続を介してＵＥに送信
するための手段、および／または制御パケットを送信することに少なくとも部分的に基づ
いて第１の接続および第２の接続上での送信のためのデータをスケジュールするための手
段を含み得る。基地局２１０は、第２の接続がある電力動作モードにあるのかどうかを示
す情報をアクセスポイントから受信することに少なくとも部分的に基づいて第２の接続が
その電力動作モードにあるのかどうかを決定するための手段、および／または第２の接続
がその電力動作モードにあるのかどうかに少なくとも部分的に基づいて第１の接続および
第２の接続上での送信のためのデータをスケジュールするための手段をさらに含み得る。
一態様では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成さ
れた、基地局コントローラ／プロセッサ２４０、基地局メモリ２４２、基地局受信プロセ
ッサ２３８、基地局ＭＩＭＯ検出器２３６、基地局変調器／復調器２３２、および／また
は基地局アンテナ２３４であり得る（および／またはそれに結合され得る）。別の態様で
は、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成されたモジ
ュール、構成要素、または任意の装置であり得る。そのようなモジュール、構成要素、ま
たは装置の例について、図５に関して説明し得る。
【００４９】
　[0058]図３は、本明細書で説明する態様による、ＵＥにおける無線アクセス技術のアグ
リゲーションを概念的に示すブロック図である。アグリゲーションは、１つまたは複数の
コンポーネントキャリア１～Ｎ（ＣＣ1～ＣＣN）を使用してｅノードＢ３０５－ａと通信
し、および／またはＷＬＡＮコンポーネントキャリア３４０を使用してＷＬＡＮアクセス
ポイント（ＡＰ）３０５－ｂと通信することができる、マルチモードＵＥ３１５を含むシ
ステム３００中で行われ得る。ｅノードＢ３０５－ａは、随意に、本明細書でさらに説明
するように、複数の接続のうちの少なくとも１つのための決定された電力動作モードに基



(19) JP 6605616 B2 2019.11.13

10

20

30

40

50

づいてトラフィックアグリゲーション中の複数の接続を介した１つまたは複数のＵＥ３１
５への通信をいつスケジュールすべきかを決定するためにスケジューリング構成要素５２
０を含むことができ、および／またはそれに結合され得る。ＵＥ３１５は、随意に、本明
細書でさらに説明するように、それらの並べ替えのための１つまたは複数の接続を介した
通信を受信することを容易にするためにトラフィックアグリゲーション中の複数の接続の
うちの１つまたは複数を介した電力動作モードを管理するために通信構成要素５４０を含
むことができ、および／またはそれに結合され得る。マルチモードＵＥは、この例では、
２つ以上の無線アクセス技術（ＲＡＴ）をサポートするＵＥを指すことがある。たとえば
、ＵＥ３１５は、少なくともＷＷＡＮ無線アクセス技術（たとえば、ＬＴＥ）とＷＬＡＮ
無線アクセス技術（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ）とをサポートする。マルチモードＵＥはまた
、ＲＡＴのうちの１つまたは複数を使用するキャリアアグリゲーションをサポートし得る
。ＵＥ３１５は、図１、図２、図３、図４、および図５のＵＥのうちの１つの一例であり
得る。ｅノードＢ３０５－ａは、図１、図２、図３、図４、および図５のｅノードＢまた
は基地局のうちの１つの一例であり得る。図３には、１つのＵＥ３１５、１つのｅノード
Ｂ３０５－ａ、および１つのＡＰ３０５－ｂのみが示されているが、システム３００は、
任意の数のＵＥ３１５、ｅノードＢ３０５－ａ、および／またはＡＰ３０５－ｂを含むこ
とができることを諒解されよう。特定の一例では、ＵＥ３１５は、１つのＬＴＥコンポー
ネントキャリア３３０を介して１つのｅＮＢ３０５と通信しながら、別のコンポーネント
キャリア３３０を介して別のｅＮＢ３０５と通信することができる。
【００５０】
　[0059]ｅノードＢ３０５－ａは、ＬＴＥコンポーネントキャリアＣＣ1～ＣＣN３３０上
の順方向（ダウンリンク）チャネル３３２－１～３３２－Ｎを介してＵＥ３１５に情報を
送信することができる。さらに、ＵＥ３１５は、ＬＴＥコンポーネントキャリアＣＣ1～
ＣＣN上の逆方向（アップリンク）チャネル３３４－１～３３４－Ｎを介してｅノードＢ
３０５－ａに情報を送信することができる。同様に、ＡＰ３０５－ｂは、ＷＬＡＮコンポ
ーネントキャリア３４０上の順方向（ダウンリンク）チャネル３５２を介してＵＥ３１５
に情報を送信し得る。さらに、ＵＥ３１５は、ＷＬＡＮコンポーネントキャリア３４０の
逆方向（アップリンク）チャネル３５４を介してＡＰ３０５－ｂに情報を送信し得る。
【００５１】
　[0060]一例では、ｅＮＢ３０５－ａは、ｅＮＢ３０５－ａに対応するネットワークにデ
ータを通信するためにコンポーネントキャリア３３０－１（および／またはコンポーネン
トキャリア３３０－１～３３０－Ｎ）ならびにＷＬＡＮコンポーネントキャリア３４０を
利用するようにＵＥ３１５を構成することができる。一例では、複数のＷＬＡＮコンポー
ネントキャリア３４０が存在し得る。この点について、トラフィックアグリゲーションは
、ｅＮＢ３０５－ａにＷＬＡＮコンポーネントキャリア３４０を介して受信されるトラフ
ィックを通信し、ｅＮＢ３０５－ａからＷＬＡＮコンポーネントキャリア３４０を介して
ＵＥ３１５にトラフィックを通信するＡＰ３０５－ｂによって与えられる。したがって、
ｅＮＢ３０５－ａは、ＵＥ３１５と対応するネットワークとの間の通信を容易にするため
に、様々なキャリア（少なくともコンポーネントキャリア３３０－１およびＷＬＡＮコン
ポーネントキャリア３４０）を利用することができる。ＵＥ３１５はまた、ＡＰ３０５－
ｂまたは別のＷＬＡＮ　ＡＰに関係する別のネットワークにアクセスするように構成され
得る。説明した構成は、ＵＥ３１５の上位レイヤおよび／またはユーザにアグノスティッ
クであり得るので、これは、ＵＥ３１５においてＷＬＡＮについて予想されるネットワー
ク発見および選択と実際のネットワーク発見および選択との間に矛盾を生じ得る。本明細
書で説明する態様は、ＵＥ３１５の動作を定義し、ここで、ＷＬＡＮコンポーネントキャ
リア３４０は、様々なコンポーネントキャリア３３０－１～３３０－Ｎおよび３４０を使
用してＵＥ３１５からｅＮＢ３０５－ａへのトラフィックアグリゲーションをサポートし
、ここで、トラフィックアグリゲーションは、説明したように、順序外れに受信され得る
パケットまたは他のデータユニットを並べ替えるために１つまたは複数のネットワークレ
イヤで行われ得る。
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【００５２】
　[0061]図３ならびに開示する実施形態のうちのいくつかに関連する他の図の様々なエン
ティティについて説明する際、説明の目的で、３ＧＰＰ　ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａワイヤ
レスネットワークに関連する名称が使用される。ただし、システム３００は、限定はしな
いが、ＯＦＤＭＡワイヤレスネットワーク、ＣＤＭＡネットワーク、３ＧＰＰ２　ＣＤＭ
Ａ２０００ネットワークなどの他のネットワークにおいて動作することができることを諒
解されたい。
【００５３】
　[0062]図４は、本明細書で説明する態様による、ＵＥ４１５とＥＰＣ４８０との間のデ
ータ経路４４５－ａおよび４４５－ｂの一例を概念的に示すブロック図である。ｅノード
Ｂ４０５は、随意に、本明細書でさらに説明するように、複数の接続のうちの少なくとも
１つのための決定された電力動作モードに基づいてトラフィックアグリゲーション中の複
数の接続を介した１つまたは複数のＵＥ４１５への通信をいつスケジュールすべきかを決
定するためにスケジューリング構成要素５２０を含むことができ、および／またはそれに
結合され得る。ＵＥ４１５は、随意に、本明細書でさらに説明するように、それらの並べ
替えのための１つまたは複数の接続を介した通信を受信することを容易にするためにトラ
フィックアグリゲーション中の複数の接続のうちの１つまたは複数を介した電力動作モー
ドを管理するために通信構成要素５４０を含むことができ、および／またはそれに結合さ
れ得る。データ経路４４５－ａ、４４５－ｂは、ｅノードＢ４０５およびＷＬＡＮ　ＡＰ
４０６のリソースを使用して送信するためにトラフィックをアグリゲートするためのワイ
ヤレス通信システム４０１のコンテキスト内で示されている。このベアラ構成は、トラフ
ィックアグリゲーション（たとえば、ＲＡＮアグリゲーション）において、ｅノードＢ４
０５を通過するデータ経路４４５－ａと、ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６とｅノードＢ４０５とを
通過するデータ経路４４５－ｂとを含む。図２のシステム２００は、ワイヤレス通信シス
テム４０１の部分の一例であり得る。
【００５４】
　[0063]ワイヤレス通信システム４０１は、ＵＥ４１５と、ｅノードＢ４０５と、ＷＬＡ
Ｎ　ＡＰ４０６と、発展型パケットコア（ＥＰＣ）４８０と、ＰＤＮ４４０と、ピアエン
ティティ４５５とを含み得る。ＵＥ４１５は、本明細書で説明するように、トラフィック
アグリゲーションをサポートするように構成され得るが、トラフィックアグリゲーション
は、ｅノードＢ４０５によって制御され得、ＵＥ４１５の上位レイヤにアグノスティック
であり得る。ＥＰＣ４８０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）４３０と、サービ
ングゲートウェイ（ＳＧＷ）４３２と、ＰＤＮゲートウェイ（ＰＧＷ）４３４とを含み得
る。ホーム加入者システム（ＨＳＳ：home subscriber system）４３５は、ＭＭＥ４３０
に通信可能に結合され得る。ＵＥ４１５は、ＬＴＥ無線機４２０とＷＬＡＮ無線機４２５
とを含み得る。ＵＥ４１５が１つまたは複数のそのような無線機を含むことができること
、および／またはそれらの無線機が統合され得ることを諒解されたい。したがって、一例
では、ＷＬＡＮ無線機４２５に加えて、ＬＴＥ無線機４２０もＷＬＡＮ無線機を含むこと
ができ（またはＷＬＡＮ信号を処理するように構成され得）、この例では、ＵＥ４１５は
、２つのＷＬＡＮインターフェース、すなわち、ＬＴＥ無線機４２０中のＷＬＡＮインタ
ーフェースとＷＬＡＮ無線機４２５中のＷＬＡＮインターフェースとを含む。これらの要
素は、前または後の図を参照しながら上記で説明したそれらのカウンターパートのうちの
１つまたは複数の態様を表し得る。たとえば、ＵＥ４１５は、図１、図２、図３、図５中
のＵＥの一例であり得、ｅノードＢ４０５－ａは、図１、図２、図３、図５のｅノードＢ
／基地局の一例であり得、ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６は、図１、図３、図５で説明するＡＰの
一例であり得、および／またはＥＰＣ４８０は、図１のコアネットワークの一例であり得
る。
【００５５】
　[0064]一例では、ｅノードＢ４０５－ａは、説明したように、１つまたは複数のＬＴＥ
コンポーネントキャリアに関係し得る、ＰＤＮ４４０へのアクセスをＵＥ４１５に与える
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ことが可能であり得る。さらに、たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６は、ｅノードＢ４０５
を通過することによってＰＤＮ４４０へのアクセスをＵＥ４１５に与えることが可能であ
り得る。したがって、ｅノードＢ４０５とＷＬＡＮ　ＡＰ４０６とは、ＵＥ４１５との間
のトラフィックをアグリゲートするために通信することができる。したがって、ＵＥ４１
５は、一方の接続が第１のアクセスポイント（ｅノードＢ４０５）へのものであり、他方
の接続が第２のアクセスポイント（ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６）へのものであり、第２のアク
セスポイントが、ＵＥ４１５のためのトラフィックをアグリゲートするために第１のアク
セスポイントと通信する、トラフィックアグリゲーションを伴い得る。この構成を使用し
て、ＵＥ４１５のために確立される、ＥＰＣ４８０との（たとえば、図３に示すような）
ベアラおよび／または関係するコンポーネントキャリアは、ｅノードＢ４０５および／ま
たはＷＬＡＮ　ＡＰ４０６を用いたものであり得る。一例では、ＵＥ４１５が、ＥＰＣ４
０８とｅノードＢ４０５との間で、および（ｅノードＢ４０５を介して）ＥＰＣ４８０と
ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６との間で確立される別個のベアラを有する、ベアラ選択が構成され
得る。この例では、ＵＥ４１５とｅノードＢ４０５／ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６との間のキャ
リアにマッピングすることができる、それぞれのベアラを介して、データトラフィック（
たとえば、ＩＰパケットまたは他のデータユニット）が送られる。別の例では、ＷＬＡＮ
　ＡＰ４０６キャリアの場合でもＵＥ４１５ベアラがｅノードＢ４０５ＥＰＣ４８０の間
にある、ＲＬＣ／ＰＤＣＰレベルアグリゲーションが構成され得る。この例では、データ
トラフィック（たとえば、ＩＰパケット）は、ＲＬＣ／ＰＤＣＰレベルにおいてアグリゲ
ートされ、ＵＥ４１５に、またはｅノードＢ４０５およびＷＬＡＮ　ＡＰ４０６とのそれ
ぞれのキャリアに通信される。
【００５６】
　[0065]たとえば、ｅノードＢ４０５からＵＥ４１５へのダウンリンク（ＤＬ）ＰＤＣＰ
パケットは、ＬＴＥ無線機４２０とＷＬＡＮ無線機４２５とによる受信のためにＬＴＥ接
続とＷＬＡＮ接続とにわたって分割され得る。たとえば、ｅノードＢ４０５は、（たとえ
ば、ｅノードＢ４０５からＷＬＡＮ　ＡＰ４０６へ、次いでＵＥ４１５へのデータ経路４
４５－ｂをトラバースするためにＷＬＡＮを介してＤＬ　ＰＤＣＰパケットをスケジュー
ルすることができる。ＵＥ４１５は、単独で発生するＬＴＥリンクレイヤ送信およびＷＬ
ＡＮリンクレイヤ送信として順が狂ったＰＤＣＰパケットを受信し得る。したがって、Ｕ
Ｅ４１５は、上位レイヤにパケットを送信する前に、シーケンス番号に基づいてＰＤＣＰ
レイヤにおいてパケット（説明したように、トラフィックアグリゲーション中の他のネッ
トワークレイヤ中の他のデータユニット）を並べ替えるように構成され得る。さらに、こ
の点について、ＵＥ４１５は、並べ替えキュー中に保持されたパケットをフラッシングし
て出し、並べ替え窓を移動するための並べ替えタイムアウトを定義することができ、消失
したシーケンス番号が付けられたパケットが並べ替え穴を作成し、並べ替えタイムアウト
が満了する前にＵＥ４１５がそのパケットを受信しない場合、これは、上位レイヤにおい
てデータ損失を作成することになる。このシナリオは、別の接続の電力消費モードに基づ
いて１つの接続の電力動作モードを制御する本明細書で説明する態様を使用して低減され
得る。
【００５７】
　[0066]図４の態様についてＬＴＥに関して説明したが、アグリゲーションおよび／また
は多重接続に関する同様の態様はまた、ＵＭＴＳあるいは他の同様のシステムまたはネッ
トワークワイヤレス通信無線技術に関して実装され得る。
【００５８】
　[0067]図５は、本明細書で説明する態様に従って構成されたｅノードＢ５０５、ＵＥ５
１５、および構成要素の一例を概念的に示すブロック図５００である。本明細書で図５と
併せて説明する図６および図８～図１０に、本明細書で説明する態様による例示的な方法
６００、８００、９００、および１０００を示す。図６および図８～図１０において以下
で説明する動作は、特定の順序でおよび／または例示的な構成要素によって実行されるも
のとして提示されるが、アクションの順序およびアクションを実行する構成要素は、実装
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形態に応じて変更され得ることを理解されたい。その上、以下のアクションまたは機能は
、特別にプログラムされたプロセッサ、特別にプログラムされたソフトウェアまたはコン
ピュータ可読媒体を実行するプロセッサによって、あるいは説明するアクションまたは機
能を実行することが可能なハードウェア構成要素および／またはソフトウェア構成要素の
任意の他の組合せによって実行され得ることを理解されたい。
【００５９】
　[0068]図５を参照すると、ブロック図５００の基地局／ｅノードＢ５０５、ＷＬＡＮ　
ＡＰ５０６、およびＵＥ５１５は、様々な図で説明する基地局／ｅノードＢ、ＡＰ、およ
び／またはＵＥのうちの１つであり得る。たとえば、ＵＥ５１５は、ワイヤレスネットワ
ークにアクセスするためにｅＮＢ５０５と通信することができ、それの例について、図１
～図４において説明した。一例では、ＵＥ５１５は、ＵＥ１１５、ＵＥ２５０、ＵＥ３１
５、ＵＥ４１５などを含み得、ｅＮＢ５０５は、アクセスポイント１０５、ｅノードＢ２
１０、ｅノードＢ３０５－ａ、ｅノードＢ４０５などを含み得、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６は
、アクセスポイント１０５、ＡＰ３０５－ｂ、ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６などを含み得る。一
態様では、ｅＮＢ５０５およびＵＥ５１５は、ダウンリンク信号を介してそれの上で通信
するための１つまたは複数のダウンリンクチャネルを確立していることがあり、ダウンリ
ンク信号５０９は、構成された通信リソース上でｅＮＢ５０５からＵＥ５１５に（たとえ
ば、シグナリングにおいて）制御および／またはデータメッセージを通信するために、（
たとえば、トランシーバ５５９を介して）ｅＮＢ５０５によって送信され、（たとえば、
トランシーバ５０９を介して）ＵＥ５１５によって受信され得る。その上、たとえば、ｅ
ＮＢ５０５およびＵＥ５１５は、アップリンク信号を介してそれの上で通信するための１
つまたは複数のアップリンクチャネルを確立していることがあり、アップリンク信号は、
構成された通信リソース上でＵＥ５１５からｅＮＢ５０５に（たとえば、シグナリングに
おいて）制御および／またはデータメッセージを通信するために、（たとえば、トランシ
ーバ５０９を介して）ＵＥ５１５によって送信され、（たとえば、トランシーバ５５９を
介して）ｅＮＢ５０５によって受信され得る。
【００６０】
　[0069]一例では、ｅノードＢ５０５およびＵＥ５１５は、第１の無線アクセス技術（Ｒ
ＡＴ）（たとえば、ＬＴＥなどのＷＷＡＮ　ＲＡＴ）を使用して第１の通信リンク５２５
を介してダウンリンクおよび／またはアップリンク通信を通信し得る。ＷＬＡＮ　ＡＰ５
０６およびＵＥ５１５はまた、第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）（たとえば、ＷＬＡＮ
　ＲＡＴ）を使用して第２の通信リンク５２６を介して通信し得る。図示していないが、
ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６が第２のＲＡＴを使用してＵＥ５１５と信号を通信するためのトラ
ンシーバをも含むことができることを諒解されたい。通信リンク５２５、５２６の各々は
、図１の通信リンク１２５の一例であり得る。さらに、たとえば、ｅノードＢ５０５は、
ＲＡＮアグリゲーションと呼ばれることもあるトラフィックアグリゲーションを構成し、
それをＵＥ５１５に与えるためにＷＬＡＮ　ＡＰ５０６と通信することができ、したがっ
て、ｅノードＢ５０５とＷＬＡＮ　ＡＰ５０６とを介した無線アクセスを使用することに
よってＵＥ５１５とｅノードＢ５０５に関係するネットワークとの間でトラフィックが通
信され得る（たとえば、ここで、ＷＬＡＮ　ＡＰ　５０６は、ｅノードＢ５０５とＷＬＡ
Ｎ　ＡＰ５０６との間でバックホールリンク５３２または他のリンクを介してＵＥ５１５
との間で通信するためにｅノードＢ５０５との間でトラフィックを受信／提供することが
できる）。ｅノードＢ５０５および／またはＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との接続のうちの１つ
または複数への追加または代替としてＵＥ５１５について他の接続がアグリゲートされ得
ることを諒解されたい。たとえば、ＵＥ５１５において１つまたは複数の追加または代替
のＲＡＴについて他の接続がアグリゲートされ得、本明細書で説明する概念は、トラフィ
ックアグリゲーション中のパケット損失を回避するためにＲＡＴのうちの１つまたは複数
を介した電力動作モードを扱うために適用され得る。
【００６１】
　[0070]一態様では、ＵＥ５１５は、たとえば、１つまたは複数のバス５０７を介して通
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信可能に結合され得る１つまたは複数のプロセッサ５０３および／またはメモリ５０４を
含み得、（たとえば、本明細書では第１の接続とも呼ぶ第１の通信リンク５２５を使用し
て）第１のワイヤレスネットワークにアクセスするためにｅノードＢ５０５のＲＡＴ（た
とえば、ＬＴＥ、ＵＭＴＳなど）を使用する第１のアクセスポイントとしてｅノードＢ５
０５と通信するためと、（たとえば、本明細書では第２の接続とも呼ぶ第２の通信リンク
５２６を使用して）第２のワイヤレスネットワークにアクセスするためにＷＬＡＮ　ＡＰ
５０６のＲＡＴ（たとえば、８０２．１１　Ｗｉ－Ｆｉ）を使用する第２のアクセスポイ
ントとしてＷＬＡＮ　ＡＰ５０６と通信するための通信構成要素５４０とともに動作する
か、またはさもなければそれを実装し得る。一例では、ｅノードＢ５０５は、説明したよ
うに、ＵＥ５１５が、ｅノードＢ５０５に関係するネットワークにアクセスするために、
それぞれの第１の通信リンク５２５と第２の通信リンク５２６とを介してｅノードＢ５０
５とＷＬＡＮ　ＡＰ５０６の両方と通信するように、ＵＥ５１５のためのトラフィックア
グリゲーションを構成することができる。この点について、説明したように、ＷＬＡＮ　
ＡＰ５０６は、第２の通信リンク５２６を介してＵＥ５１５のためのトラフィックアグリ
ゲーションを与えるために、バックホールリンク５３２を介してｅノードＢ５０５とＵＥ
５１５トラフィックを通信することができる。
【００６２】
　[0071]たとえば、通信構成要素５４０に関係する様々な動作は、１つまたは複数のプロ
セッサ５０３によって実装されるか、またはさもなければ実行され得、一態様では、単一
のプロセッサによって実行され得、他の態様では、動作のうちの異なるものは２つまたは
それ以上の異なるプロセッサの組合せによって実行され得る。たとえば、一態様では、１
つまたは複数のプロセッサ５０３は、モデムプロセッサ、またはベースバンドプロセッサ
、またはデジタル信号プロセッサ、または特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、または送
信プロセッサ、受信プロセッサ、またはトランシーバ５０９に関連するトランシーバプロ
セッサのうちのいずれか１つまたは任意の組合せを含み得る。さらに、たとえば、メモリ
５０４は、限定はしないが、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的
消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、磁気ストレージデバイス（たとえば、
ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気ストリップ）、光ディスク（た
とえば、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ））、スマート
カード、フラッシュメモリデバイス（たとえば、カード、スティック、キードライブ）、
レジスタ、リムーバブルディスク、ならびにコンピュータあるいは１つまたは複数のプロ
セッサ５０３によってアクセスされ、読み取られ得るソフトウェアおよび／またはコンピ
ュータ可読コードまたは命令を記憶するための他の好適な媒体を含む非一時的コンピュー
タ可読媒体であり得る。その上、メモリ５０４またはコンピュータ可読記憶媒体は、１つ
または複数のプロセッサ５０３中に存在する、１つまたは複数のプロセッサ５０３の外部
にある、１つまたは複数のプロセッサ５０３を含む複数のエンティティにわたって分散さ
れる、などであり得る。
【００６３】
　[0072]特に、１つまたは複数のプロセッサ５０３および／またはメモリ５０４は、通信
構成要素５４０またはそれの副構成要素によって定義されたアクションまたは動作を実行
し得る。たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０３および／またはメモリ５０４は、
ｅノードＢ５０５への第１の接続に関係する電力消費モードのインジケータを受信するた
めのインジケータ受信構成要素５５０によって定義されたアクションまたは動作を実行し
得る。一態様では、たとえば、インジケータ受信構成要素５５０は、ハードウェア（たと
えば、１つまたは複数のプロセッサ５０３の１つまたは複数のプロセッサモジュール）、
および／あるいはメモリ５０４に記憶され、本明細書で説明する特別に構成されたインジ
ケータ受信動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサ５０３のうちの少なくとも
１つによって実行可能なコンピュータ可読コードまたは命令を含み得る。たとえば、１つ
または複数のプロセッサ５０３および／またはメモリ５０４は、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６へ
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の第２の接続を介した電力動作モードを管理するための電力動作モード管理構成要素５５
２によって定義されたアクションまたは動作を実行し得る。一態様では、たとえば、電力
動作モード管理構成要素５５２は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッ
サ５０３の１つまたは複数のプロセッサモジュール）、および／あるいはメモリ５０４に
記憶され、本明細書で説明する特別に構成された電力動作モード管理動作を実行するため
に１つまたは複数のプロセッサ５０３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピ
ュータ可読コードまたは命令を含み得る。上記で説明したように、一例では、電力消費モ
ードは、ＵＥ５１５が関係する接続を介してワイヤレス通信を送信および／または受信す
るための電力を消費するモードに関連し得る。
【００６４】
　[0073]たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０３および／またはメモリ５０４は、
第１の接続と第２の接続とを介して受信されたパケットを並べ替えるためのパケット並べ
替え構成要素５５４によって定義されたアクションまたは動作を随意に実行し得、ここで
、パケット並べ替え構成要素５５４は、受信されなかった並べ替え窓内のパケットがドロ
ップされ得るパケット並べ替えタイマー５５６を含み得る。一態様では、たとえば、パケ
ット並べ替え構成要素５５４は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ
５０３の１つまたは複数のプロセッサモジュール）、および／あるいはメモリ５０４に記
憶され、本明細書で説明する特別に構成されたパケット並べ替え動作を実行するために１
つまたは複数のプロセッサ５０３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュー
タ可読コードまたは命令を含み得る。たとえば、パケット並べ替えタイマー５５６は、（
たとえば、ＵＥ５１５のメモリ５０４、ｅノードＢ５０５などの１つまたは複数のｅノー
ドＢから受信されたネットワーク構成、または他のネットワークエンティティなどから構
成される）構成値に基づいて初期化され得る。さらに、パケットが順が狂って受信される
ことが検出されるとパケット並べ替えタイマー５５６がトーリングされ得、パケット並べ
替えタイマー５５６の満了に基づいて、パケット並べ替え構成要素５５４は、パケット並
べ替えが不成功であることを示し得る（および／または順が狂ったパケットをドロップし
得る）。
【００６５】
　[0074]たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０３および／またはメモリ５０４は、
ｅノードＢ５０５との第１の接続がある電力動作モードに入り得るＤＲＸ非アクティビテ
ィタイマー５５８、および／またはそれの満了の後に、ｅノードＢ５０５が第１の接続を
介したＵＥ５１５へのダウンリンク送信を開始することを可能にするためにＵＥ５１５が
その電力動作モードを出ることができるオン継続時間タイマー５６０によって定義された
アクションまたは動作を随意に実行し得る。一態様では、たとえば、ＤＲＸ非アクティビ
ティタイマー５５８および／またはオン継続時間タイマー５６０は、本明細書でさらに説
明するように、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０３の１つまた
は複数のプロセッサモジュール）、ならびに／あるいは初期化、トーリングなどを行うた
めに、メモリ５０４に記憶され、１つまたは複数のプロセッサ５０３のうちの少なくとも
１つによって実行可能なコンピュータ可読コードまたは命令によって実施されるか、また
はさもなければそれによって管理され得る。
【００６６】
　[0075]同様に、一態様では、ｅＮＢ５０５は、たとえば、１つまたは複数のバス５５７
を介して通信可能に結合され得る１つまたは複数のプロセッサ５５３および／またはメモ
リ５５５を含み得、第１の通信リンク５２５を介してＵＥ５１５と通信することと、第２
の通信リンク５２６を介してＷＬＡＮ　ＡＰ５０６を介してＲＡＮアグリゲーションを使
用してＵＥ５１５と通信することとのためのスケジューリング構成要素５２０とともに動
作するか、またはさもなければそれを実装し得る。一例では、スケジューリング構成要素
５２０は、たとえば、ＵＥ５１５に通信するためのトラフィックアグリゲーション中でＷ
ＬＡＮ　ＡＰ５０６にデータ（たとえば、上記で説明した通り、アプリケーションレイヤ
、ＴＣＰレイヤ、ＵＤＰレイヤ、ＩＰレイヤ、ＰＤＣＰレイヤ、ＲＬＣレイヤまたはＭＡ



(25) JP 6605616 B2 2019.11.13

10

20

30

40

50

Ｃレイヤでパケットまたは他のデータユニット）を与えること、ＵＥ５１５によってそれ
に通信されたＷＬＡＮ　ＡＰ５０６からのデータを受信することなどを行うために、バッ
クホールリンク５３２を介してＷＬＡＮ　ＡＰ５０６と通信することができる。たとえば
、スケジューリング構成要素５２０に関係する様々な機能は、１つまたは複数のプロセッ
サ５５３によって実装されるか、またはさもなければ実行され得、一態様では、単一のプ
ロセッサによって実行され得、他の態様では、上記で説明したように、機能のうちの異な
るものは２つまたはそれ以上の異なるプロセッサの組合せによって実行され得る。一例で
は、１つまたは複数のプロセッサ５５３および／またはメモリ５５５は、ＵＥ５１５の１
つまたは複数のプロセッサ５０３および／またはメモリ５０４に関して上記の例に記載さ
れているように構成され得ることを諒解されたい。
【００６７】
　[0076]一例では、１つまたは複数のプロセッサ５５３および／またはメモリ５５５は、
スケジューリング構成要素５２０またはそれの副構成要素によって定義されたアクション
または動作を実行し得る。たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３および／または
メモリ５５５は、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６とＵＥ５１５との間の接続（たとえば、通信リン
ク５２６を介した接続）がある電力動作モードにあるのかどうかを決定するための電力動
作モード決定構成要素５２２によって定義されたアクションまたは動作を実行し得る。一
態様では、たとえば、電力動作モード決定構成要素５２２は、ハードウェア（たとえば、
１つまたは複数のプロセッサ５５３の１つまたは複数のプロセッサモジュール）、および
／あるいはメモリ５５５に記憶され、本明細書で説明する特別に構成された電力動作モー
ド決定動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサ５５３のうちの少なくとも１つ
によって実行可能なコンピュータ可読コードまたは命令を含み得る。たとえば、１つまた
は複数のプロセッサ５５３および／またはメモリ５５５は、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６とＵＥ
５１５との間の接続がその電力動作モードにあるのかどうかに少なくとも部分的に基づい
てＷＬＡＮ　ＡＰ５０６とＵＥ５１５との間および／またはｅノードＢ５０５とＵＥ５１
５との間の接続を介してデータをスケジュールするためのデータスケジューリング構成要
素５２４によって定義されたアクションまたは動作を実行し得る。一態様では、たとえば
、データスケジューリング構成要素５２４は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数
のプロセッサ５５３の１つまたは複数のプロセッサモジュール）、および／あるいはメモ
リ５５５に記憶され、本明細書で説明する特別に構成されたデータスケジューリング動作
を実行するために１つまたは複数のプロセッサ５５３のうちの少なくとも１つによって実
行可能なコンピュータ可読コードまたは命令を含み得る。
【００６８】
　[0077]たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３および／またはメモリ５５５は、
ＵＥ５１５と通信するためのバッファに関係するバッファサイズを決定するためのバッフ
ァサイズ決定構成要素５２７によって定義されたアクションまたは動作を随意に実行し得
る。一態様では、たとえば、バッファサイズ決定構成要素５２７は、ハードウェア（たと
えば、１つまたは複数のプロセッサ５５３の１つまたは複数のプロセッサモジュール）、
および／あるいはメモリ５５５に記憶され、本明細書で説明する特別に構成されたバッフ
ァサイズ決定動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサ５５３のうちの少なくと
も１つによって実行可能なコンピュータ可読コードまたは命令を含み得る。たとえば、１
つまたは複数のプロセッサ５５３および／またはメモリ５５５は、ＵＥ５１５にその電力
動作モードを出るためのインジケータを送信するためのインジケータ送信構成要素５２８
によって定義されたアクションまたは動作を随意に実行し得る。一態様では、たとえば、
インジケータ送信構成要素５２８は、ハードウェア（たとえば、１つまたは複数のプロセ
ッサ５５３の１つまたは複数のプロセッサモジュール）、および／あるいはメモリ５５５
に記憶され、本明細書で説明する特別に構成されたインジケータ送信動作を実行するため
に１つまたは複数のプロセッサ５５３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピ
ュータ可読コードまたは命令を含み得る。たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３
および／またはメモリ５５５は、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６からその電力動作モードの情報を
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受信するためのモード情報受信構成要素５３０よって定義されたアクションまたは動作を
随意に実行し得る。一態様では、たとえば、モード情報受信構成要素５３０は、ハードウ
ェア（たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３の１つまたは複数のプロセッサモジ
ュール）、および／あるいはメモリ５５５に記憶され、本明細書で説明する特別に構成さ
れたモード情報受信動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサ５５３のうちの少
なくとも１つによって実行可能なコンピュータ可読コードまたは命令を含み得る。
【００６９】
　[0078]トランシーバ５０９、５５９は、１つまたは複数のアンテナ、ＲＦフロントエン
ド、１つまたは複数の送信機、および１つまたは複数の受信機を通してワイヤレス信号を
送信および受信するように構成され得ることを諒解されたい。一態様では、トランシーバ
５０９、５５９は、ＵＥ５１５および／またはｅＮＢ５０５がある周波数において通信す
ることができるように、指定された周波数において動作するように同調させられ得る。一
態様では、関係するアップリンク通信チャネルまたはダウンリンク通信チャネル上で、そ
れぞれ、アップリンク信号および／またはダウンリンク信号を通信するために、構成、通
信プロトコルなどに基づいて指定された周波数および電力レベルにおいて動作するように
、１つまたは複数のプロセッサ５０３がトランシーバ５０９を構成し得、および／あるい
は１つまたは複数のプロセッサ５５３がトランシーバ５５９を構成し得る。
【００７０】
　[0079]一態様では、トランシーバ５０９、５５９は、トランシーバ５０９、５５９を使
用して送受信されるデジタルデータを処理するように、（たとえば、マルチバンドマルチ
モードモデム（図示せず）を使用して）複数の帯域サッチで動作し得る。一態様では、ト
ランシーバ５０９、５５９は、マルチバンドであり、特定の通信プロトコルのための複数
の周波数帯域をサポートするように構成され得る。一態様では、トランシーバ５０９、５
５９は、複数の動作ネットワークおよび通信プロトコルをサポートするように構成され得
る。したがって、たとえば、トランシーバ５０９、５５９は、指定されたモデム構成に基
づいて信号の送信および／または受信を可能にし得る。
【００７１】
　[0080]図６に、１つまたは複数のトラフィックアグリゲート接続のための電力動作モー
ドを（たとえば、ＵＥによって）決定するための方法６００を示す。説明したように、ｅ
ノードＢ５０５が、ｅノードＢ５０５およびＷＬＡＮ　ＡＰ５０６への接続を管理するこ
とができるので、トラフィックアグリゲーションを与えることは、ｅノードＢ５０５に関
係するネットワークとのＵＥ５１５の接続性を改善することができる。したがって、方法
６００は、ブロック６１０において、第１のサービングノードとの第１の接続を確立する
ことを含む。一態様では、通信構成要素５４０は、たとえば、１つまたは複数のプロセッ
サ５０３、メモリ５０４、および／またはトランシーバ５０９と併せて、第１のサービン
グノード（たとえば、ｅノードＢ５０５）との第１の接続（たとえば、通信リンク５２５
）を確立することができる。たとえば、通信構成要素５４０は、第１のＲＡＴ（たとえば
、ＬＴＥまたは他のＵＭＴＳまたはセルラー技術など）を使用して第１の接続を確立する
ことができる。一例では、通信構成要素５４０は、ｅノードＢ５０５とのランダムアクセ
ス手順を実行することができるか、またはさもなければそれとの接続の確立を要求するこ
とができる。
【００７２】
　[0081]方法６００はまた、ブロック６１２において、第２のサービングノードとの第２
の接続を確立することを含み、ここで、第２の接続は、第１の接続とのトラフィックアグ
リゲーションのために構成される。たとえば、通信構成要素５４０は、たとえば、１つま
たは複数のプロセッサ５０３、メモリ５０４、および／またはトランシーバ５０９と併せ
て、第２のサービングノード（たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６、別のｅノードＢまたは
セルなど）との第２の接続（たとえば、通信リンク５２６）を確立することができ、ここ
で、第２の接続は、第１の接続とのトラフィックアグリゲーションのために構成される。
一例では、通信構成要素５４０は、第１のＲＡＴを使用してまたは第２のＲＡＴ（たとえ
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ば、Ｗｉ－Ｆｉ）を使用して第２の接続を確立することができる。通信構成要素５４０は
、たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との接続を要求し、それとの任意の課金／認証手順を
実行することなどに基づいて第２の接続を確立することができる。一例では、ｅノードＢ
５０５は、説明したように、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６を介したトラフィックアグリゲーショ
ンを与えるためにＵＥ５１５とＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との間の接続を容易にすることがで
きる。たとえば、ｅノードＢ５０５は、ＵＥ５１５に、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との第２の
接続を確立するように命令すること、第２の接続確立するための命令を与えることなどを
行い得る。いずれの場合も、ＵＥ５１５は、第２の接続を介してＷＬＡＮ　ＡＰ５０６と
通信することができ、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６は、説明したように、ｅノードＢ５０５にデ
ータＵＥ５１５を通信し得、ここで、第１の接続と第２の接続とは、トラフィックアグリ
ゲーションを与えるように構成される。
【００７３】
　[0082]さらに、説明したように、通信構成要素５４０は、トラフィックアグリゲーショ
ン中で、通信リンク５２５を介してｅノードＢ５０５から、通信リンク５２６を介してＷ
ＬＡＮ　ＡＰ５０６からデータを受信することができ、パケット並べ替え構成要素５５４
は、複数のリンクを介してパケットを同時に受信することにより順が狂って受信され得る
パケットを並べ替えることができる。たとえば、データは、ＰＤＣＰレイヤにおいてリン
クを介して分割され得、したがって、パケット並べ替え構成要素５５４は、それに関連す
るＰＤＣＰシーケンス番号に少なくとも部分的に基づいてパケットを並べ替えることがで
きる。
【００７４】
　[0083]方法６００はまた、ブロック６１４において、第１の接続のための電力消費モー
ドの指示を受信することを含み得る。たとえば、指示受信構成要素５５０は、たとえば、
１つまたは複数のプロセッサ５０３、メモリ５０４、および／またはトランシーバ５０９
と併せて、第１の接続のための電力消費モードの指示を受信することができる。上記で説
明し、本明細書でさらに説明するように、電力消費モードの指示は、データを受信するた
めの電力の消費量がＵＥ５１５において推論され得る実質的に任意の指示に関係すること
ができる。指示は、たとえば、データが第１の接続を介して受信されていることまたは受
信されるべきであること、および／あるいは第２の接続がＵＥ５１５へのデータの送信を
アグリゲートするために使用され得ることを示すことができる。
【００７５】
　[0084]いずれの場合も、方法６００はまた、ブロック６１６において、指示に少なくと
も部分的に基づいて第２の接続の電力動作モードを決定することを含む。たとえば、電力
動作モード管理構成要素５５２は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０３、メモ
リ５０４、および／またはトランシーバ５０９と併せて、指示に少なくとも部分的に基づ
いて第２の接続の電力動作モードを決定することができる。たとえば、電力動作モードを
決定する際に、電力動作モード管理構成要素５５２は、ある電力動作モードを出ること（
たとえば、アイドルモード、省電力モードまたはＵＥ５１５における電力消費量を節約す
ることに関係する他のモードに入ること）を決定することができ、ここで、指示は、第１
の接続および／または場合によっては第２の接続を介して通信を受信することに関係する
。この点について、たとえば、第２の接続を介した電力動作モードは、ＲＡＮアグリゲー
ションのために望まれるとき、第２の接続を介して通信を受信するためにサッチ終了され
得る。
【００７６】
　[0085]したがって、一例では、ブロック６１４において電力消費モードの指示を受信す
ることは、ブロック６１８において、第１および／または第２の接続を介して受信された
パケットを並べ替えることに関係する並べ替えステータスを決定することを随意に含み得
る。一態様では、インジケータ受信構成要素５５０は、たとえば、１つまたは複数のプロ
セッサ５０３、メモリ５０４、および／またはトランシーバ５０９と併せて、第１および
／または第２の接続を介して受信されたパケットを並べ替えることに関係する並べ替えス
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テータスを決定することができる。たとえば、パケット並べ替え構成要素５５４は、並べ
替えステータスを生成することができ、これは、（たとえば、パケット並べ替えタイマー
５５６の満了の前に）複数のパケットが正常に並べ替えられているかどうか、パケット並
べ替えタイマー５５６の値、パケット並べ替えタイマー５５６が満了したのかどうかの指
示などを示すことができる。この場合、たとえば、電力動作モード管理構成要素５５２は
、（たとえば、ＷＬＡＮリンクについて）その電力動作モードを出ることを決定すること
ができ、ここで、インジケータ受信構成要素５５０は、並べ替えが不成功であると見なさ
れる前に（たとえば、パケット並べ替えタイマー５５６が満了する前に）ＷＬＡＮ　ＡＰ
５０６において第２の接続について保留中の通信を受信しようとする試みにおいて、並べ
替えステータスが不成功であることを決定すること、パケット並べ替えタイマー５５６が
、しきい値（たとえば、満了値、満了値からの差など）に達したかまたは満了したと決定
すること、あるいは並べ替えられるのを待つメモリ中のトラフィックの量に基づいて決定
することなどのうちの少なくとも１つを行う。
【００７７】
　[0086]一例では、電力動作モード管理構成要素５５２は、通信リンク５２６を介して通
信する通信構成要素５４０のインターフェースが第２の接続のための電力動作モードに入
るときをパケット並べ替え構成要素５５４に通知することができる。一例では、パケット
並べ替え構成要素５５４は、ｅノードＢ５０５およびＷＬＡＮ　ＡＰ５０６から受信され
たパケットを並べ替えるためにＰＤＣＰまたはＭＡＣレイヤにおいて動作する。パケット
並べ替えタイマー５５６がトーリングしており、第２の接続がその電力動作モードにある
（たとえば、通信構成要素５４０の関連するインターフェースがその電力動作モードにあ
る）とパケット並べ替え構成要素５５４が決定する場合、パケット並べ替え構成要素５５
４は、通信構成要素５４０に、第２の接続を介してその電力動作モードを出ること（たと
えば、通信を受信するためにアクティブモードに遷移すること）、（たとえば、ＰＳ－Ｐ
ｏｌｌ機構を介して）バッファデータについてＷＬＡＮ　ＡＰ５０６をポーリングするこ
となどを行うように命令することができる。これは、たとえば、パケット並べ替えタイマ
ー５５６がある値に達すること、パケット並べ替えタイマー５５６の満了、パケット並べ
替えタイマー５５６がトーリングし始めることなどのうちの少なくとも１つをパケット並
べ替え構成要素５５４が決定することに基づいて行われ得る。いずれの場合も、その電力
動作モードを出ること、バッファデータに対するポーリングなどにより、ＵＥ５１５は、
パケット並べ替えタイマー５５６の満了（および場合によっては、順が狂ったパケットの
ドロップ）の前にＷＬＡＮ　ＡＰ５０６からバッファＰＤＣＰパケットを受信することが
可能になり得、したがって、データ損失を回避し、さらに、並べ替えられたストリームを
早期に配信することができ、これは、メモリ消費を最小化し、ユーザエクスペリエンスを
改善する。ＰＳ－Ｐｏｌｌを使用する替わりに、デバイスは、省電力モードを出るために
ＷＬＡＮアップリンク上でデータトラフィックを一時的にスケジュールし得る。その電力
動作モードを出たことを示す省電力制御がユーザデータ上にピギーバックされ得るので、
これはＰＳポールを使用するよりも効率的であり得る。
【００７８】
　[0087]これの特定の例を図７に示し、これに、ＵＥ７０２とＷＬＡＮ　ＡＰ７０６とｅ
ノードＢ７０４との間でパケットを通信するための例示的なシステム７００を示す。シス
テム７００では、ＵＥ　ＷＬＡＮ　ＳＴＡインターフェースは、７１０において、ＷＬＡ
Ｎ　ＡＰ７０６と省電力モードに入る。ＷＬＡＮ　ＡＰ　７０６は、（たとえば、７０ｍ
ｓのビーコン間隔および／または２８０ｍｓのＤＴＩＭ間隔で）ビーコンＴＩＭを周期的
に送信する。たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰは、０（トラフィック無し）を示すビーコンＴＩ
Ｍ７１２を送信する。７１４において、ｅノードＢ７０４は、ＷＬＡＮ　ＡＰ７０６によ
って送信するためのシーケンス番号７、１１、および１２と、ｅノードＢ７０４によって
送信するための１２、１４、および１５とを含む、様々なＰＤＣＰパケットをスケジュー
ルする。ＷＬＡＮ　ＡＰ７０６がＵＥ７０２とともに省電力モードにあるので、省電力モ
ードが終了されるまで、パケット７、１１、および１２は、７１６において、バッファさ
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れる。一方、ｅノードＢ７０４は、７１８において、ＵＥ７０２にパケット１３、１４、
および１５を送信する。ＵＥ７０２は、７２２において、ｅノードＢ７０４から順が狂っ
たパケットを受信することに基づいて（たとえば、および／または少なくともしきい値時
間が並べ替えタイマーに残っていると検出することに基づいて）並べ替えタイマー満了の
前にある時間が残っている状態で、アクティブモードに遷移すること（たとえば、省電力
モードを終了すること）ができる。したがって、７２４において、バッファパケット７、
１１、および１２が受信され、並べ替え穴がデータ損失なしでフィルされる。
【００７９】
　[0088]さらに、たとえば、ブロック６１４において電力消費モードの指示を受信するこ
とは、ブロック６２０において、第１および／または第２の接続を介して受信されたパケ
ットが正常に並べ替えられているかどうかを決定することを随意に含み得る。一態様では
、インジケータ受信構成要素５５０は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０３、
メモリ５０４、および／またはトランシーバ５０９と併せて、第１および／または第２の
接続を介して受信されたパケットが正常に受信されているかどうか（たとえば、シーケン
ス番号中のギャップがフィルされたのかどうか）を決定することができる。たとえば、イ
ンジケータ受信構成要素５５０は、パケット並べ替え構成要素５５４が、通信リンク５２
５および５２６を介して受信されたパケットを並べ替えようと試み、（たとえば、パケッ
ト並べ替えタイマー５５６の満了に基づいて）パケットが正常に並べ替えられているおよ
び／または正常に並べ替えられることができないときにインジケータ受信構成要素５５０
に通知することに少なくとも部分的に基づいてこの決定を行うことができる。さらに、一
例では、パケット並べ替え構成要素５５４がパケット並べ替えの成功をインジケータ受信
構成要素５５０に通知する場合、インジケータ受信構成要素５５０は、電力動作モード管
理構成要素５５２に、通信構成要素５４０が第２の接続を介してその電力動作モードに入
り得ること（たとえば、第２の接続に関係するインターフェースがある電力動作モードに
入り得ること）を命令することができ、これは、電力動作モード管理構成要素５５２にお
ける他の考慮事項の対象となり得る。
【００８０】
　[0089]さらに、たとえば、ＬＴＥは、ＵＥ５１５においてある電力動作モード（たとえ
ば、電力節約モード）を有効化するためにＤＲＸを利用することができ、ここで、ｅノー
ドＢ５０５とＵＥ５１５とは、ＤＲＸに対して同じ状態機械を維持し、これにより、ｅノ
ードＢ５０５がＵＥ５１５に時々送信することが可能になり、ＵＥ５１５が他の時間にス
リープすること（たとえば、無線リソースを中断すること）が可能になる。したがって、
一例では、電力動作モード管理構成要素５５２は、第１の接続のための電力動作モード（
たとえば、ＤＲＸ）に少なくとも部分的に基づいて第２の接続のための電力動作モードを
管理することができる。ＤＲＸは様々なタイマーを定義し、それらのうちの１つがトーリ
ングしていると、ＵＥ５１５は、スリープすること（たとえば、第１の接続のための無線
リソースを中断すること）ができない。これらのタイマーは、ＵＥ５１５がダウンリンク
送信を受信するようにｅノードＢ５０５によって（たとえば、スケジューリング構成要素
５２０によって）スケジュールされたときに開始するＤＲＸ非アクティビティタイマー５
５８と、ＤＲＸサイクルごとに周期的に動作するオン継続時間タイマー５６０とを含む。
【００８１】
　[0090]したがって、この例では、ブロック６１４において電力消費モードの指示を受信
することは、ブロック６２２において、第１のＲＡＴについての別の電力動作モードに入
ることに関係する第１のＲＡＴのＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしている
のかどうかを決定することを随意に含み得る。一態様では、インジケータ受信構成要素５
５０は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０３、メモリ５０４、および／または
トランシーバ５０９と併せて、（たとえば、通信リンク５２５を介して）第１のＲＡＴに
ついての別の電力動作モードに入ることに関係する第１のＲＡＴのＤＲＸ非アクティビテ
ィタイマー５５８がトーリングしているのかどうかを決定することができる。たとえば、
トーリングは、タイマーをある値に初期化し、下限として０（たとえば、ここで、タイマ
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ーがカウントダウンし、したがって、トーリングは時間にわたってタイマー値を減少させ
る）または上限としてタイマー値（たとえば、ここで、タイマーがカウントアップし、し
たがって、トーリングは時間にわたってタイマー値を増加させる）に達するまで対応する
プロセッサのクロックに基づいてタイマーを増分／減分されることを指すことができる。
ダウンリンク送信がｅノードＢ５０５から受信されると、通信構成要素５４０は、ＤＲＸ
非アクティビティタイマー５５８を開始／再開することができる。したがって、インジケ
ータ受信構成要素５５０は、ＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしていると決
定する場合、第２の接続を介した電力動作モードを出るように電力動作モード管理構成要
素５５２に命令することができる。電力動作モード管理構成要素５５２は、通信構成要素
５４０に、（たとえば、第２の接続に関係するインターフェースを介して）その電力動作
モードを出ること、第２の接続を介してＷＬＡＮ　ＡＰ５０６へのＰＳ－Ｐｏｌｌを実行
することなどを行わせることができる。これにより、ｅノードＢ５０５からのダウンリン
ク送信の受信としてパケットの並べ替えの不成功を回避することができ、これは、ＤＲＸ
非アクティビティタイマー５５８のトーリングを生じ、第２の接続を介した電力動作モー
ドを出ることに結果する。さらに、たとえば、インジケータ受信構成要素５５０は、最初
に、電力動作モード管理構成要素５５２にその電力動作モードを出るように命令する前に
トーリングを開始するために（アップリンク送信を送信することとは対照的に）ダウンリ
ンク送信を受信することがＤＲＸ非アクティビティタイマー５５８を生じたと決定し得る
。
【００８２】
　[0091]別の例では、ブロック６１４において電力消費モードの指示を受信することは、
ブロック６２４において、第１のＲＡＴについての別の電力動作モードを出ることに関係
する第１のＲＡＴのオン継続時間タイマーが満了したのかどうかを決定することを随意に
含み得る。一態様では、インジケータ受信構成要素５５０は、たとえば、１つまたは複数
のプロセッサ５０３、メモリ５０４、および／またはトランシーバ５０９と併せて、（た
とえば、通信リンク５２５を介して）第１のＲＡＴについての別の電力動作モードを出る
ことに関係する第１のＲＡＴのオン継続時間タイマー５６０が満了したのかどうかを決定
することができる。たとえば、オン継続時間タイマー５６０は、ｅノードＢ５０５に、Ｄ
ＲＸサイクルごとに周期的にＵＥ５１５へのダウンリンク送信を開始することを可能にす
るために、ＵＥ５１５に、第１の接続を介した電力動作モードを出ることを行わせること
ができる。したがって、このタイマー５６０が満了すると、電力動作モード管理構成要素
５５２は、（たとえば、通信構成要素５４０に、関係するインターフェース上の電力動作
モードを出るように命令することによって）第１の接続のための電力動作モードを出る。
したがって、インジケータ受信構成要素５５０は、オン継続時間タイマー５６０の満了を
決定する場合、電力動作モード管理構成要素５５２に、（たとえば、第２の接続に関係す
るインターフェースを介して）第２の接続のための電力動作モードを出ること、第２の接
続を介してＷＬＡＮ　ＡＰ５０６へのＰＳ－Ｐｏｌｌを実行することなどを命令すること
ができる。説明したように、これにより、オン継続時間タイマー５６０の満了に基づいて
第１の接続が活動化されるとき第２の接続が活動化されるので、パケットの並べ替えの不
成功を回避することができる。図示していないが、第２の接続を介して送信するためのＷ
ＬＡＮ　ＡＰ５０６への通信をいつ送信すべきかを決定するために（たとえば、ＵＥ５１
５と同様のＤＲＸ状態機械を与える際に）同様のＤＲＸ非アクティビティタイマーとオン
継続時間タイマーとをｅノードＢ５０５が管理することができることを諒解されたい。
【００８３】
　[0092]さらなる一例では、ブロック６１４において電力消費モードの指示を受信するこ
とは、ブロック６２６において、１つまたは複数のパケットが第１の接続を介して受信さ
れるのかどうかを決定することを随意に含み得る。一態様では、インジケータ受信構成要
素５５０は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０３、メモリ５０４、および／ま
たはトランシーバ５０９と併せて、１つまたは複数のパケットが第１の接続を介して受信
されるのかどうかを決定することができ、これは、通信構成要素５４０からのそのような
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情報を決定することを含むことができる。１つまたは複数のパケットが第１の接続を介し
て通信構成要素５４０によって受信されるとインジケータ受信構成要素５５０が決定する
と、たとえば、インジケータ受信構成要素５５０は、電力動作モード管理構成要素５５２
に、（たとえば、第２の接続に関係するインターフェースを介して）第２の接続のための
電力動作モードを出ること、第２の接続を介してＷＬＡＮ　ＡＰ５０６へのＰＳ－Ｐｏｌ
ｌを実行することなどを命令することができる。これにより、パケットが第１の接続を介
して受信されるときに第２の接続が活動化されるのでパケットの並べ替えの不成功を回避
することができ、したがって、パケットは、おそらくパケット並べ替えタイマー５５６の
満了の前にも第２の接続を介して受信され得る。
【００８４】
　[0093]さらに、別の例では、ブロック６１４において電力消費モードの指示を受信する
ことは、ブロック６２８において、第１および／または第２の接続を介して制御パケット
中で指示を受信することを随意に含み得る。一態様では、インジケータ受信構成要素５５
０は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５０３、メモリ５０４、および／またはト
ランシーバ５０９と併せて、第１および／または第２の接続を介して制御パケット（たと
えば、ＰＤＣＰ制御ＰＤＵ）中で指示を受信することができる。以下でさらに詳細に説明
するように、ｅノードＢ５０５（および／またはＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）は、ＵＥ５１５
に制御パケット中で指示を送信し得る。たとえば、ｅノードＢ５０５（および／またはＷ
ＬＡＮ　ＡＰ５０６）は、ＵＥ５１５を送信するためのデータバーストを取得することに
基づいて（および／またはバーストを送信するとともに）制御パケットを送信し得る。一
例では、バーストの開始は、制御パケットを含み得る。いずれの場合も、インジケータ受
信構成要素５５０が制御パケットを受信すると、インジケータ受信構成要素５５０は、電
力動作モード管理構成要素５５２に、（たとえば、第２の接続に関係するインターフェー
スを介して）第２の接続のための電力動作モードを出ること、第２の接続を介してＷＬＡ
Ｎ　ＡＰ５０６へのＰＳ－Ｐｏｌｌを実行することなどを命令することができる。たとえ
ば、制御パケットは、電力動作モードを出る時間、電力動作モードに入る／出ることの周
期的パターンなどを指定し得、したがって、インジケータ受信構成要素５５０は、指示に
基づいて電力動作モード管理構成要素５５２に命令することができる。いずれの場合も、
ｅノードＢ５０５（および／またはＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）が、ＵＥ５１５に、それが第
２の接続を介して送信すべきデータを有するときに第２の接続を介した電力動作モードを
出ることを行なわせることができるので、これにより、パケットの並べ替えの不成功を回
避することができる。さらに、たとえば、電力動作モード管理構成要素５５２は、少なく
とも、第２の接続を介した電力動作モードに入ることをＵＥ５１５が許可されることを示
す制御パケットが受信されるまで、第２の接続がその電力動作モードを避けるように管理
し得る。
【００８５】
　[0094]図８に、接続がある電力動作モードにあり得る、トラフィックアグリゲーション
中の接続を介してデータをいつスケジュールすべきかを（たとえば、ｅＮＢによって）決
定するための例示的な方法８００を示す。方法８００は、ブロック８１０において、第１
のＲＡＴを使用して第１の接続を介してＵＥにサービスすることを含む。一態様では、ス
ケジューリング構成要素５２０は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３、メモ
リ５５５、および／またはトランシーバ５５９と併せて、第１のＲＡＴ（たとえば、ＬＴ
Ｅあるいは他のＵＭＴＳまたはセルラー技術）を使用して第１の接続（たとえば、通信リ
ンク５２５）を介してＵＥ５１５にサービスすることができる。たとえば、説明したよう
に、ＵＥ５１５は、ランダムアクセス手順を実行するか、またはさもなければｅノードＢ
５０５と通信するためのリソースを要求し得、ｅノードＢ５０５は、それに応じて、通信
リンク５２５を介してＵＥ５１５にリソースを許可し得る。さらに、説明したように、ス
ケジューリング構成要素５２０は、バックホールリンク５３４を介してＷＬＡＮ　ＡＰ５
０６との間でデータを通信することに少なくとも部分的に基づいてＵＥ５１５とＷＬＡＮ
　ＡＰ５０６との間に確立される別の通信リンク５２６を介してＵＥ５１５へのトラフィ
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ックをアグリゲートし得る。
【００８６】
　[0095]方法８００はまた、ブロック８１２において、ＵＥが第２のＲＡＴを使用したア
クセスポイントとの第２の接続に関連する電力動作モードで構成されているのかどうかを
決定することを含む。一態様では、電力動作モード決定構成要素５２２は、たとえば、１
つまたは複数のプロセッサ５５３、メモリ５５５、および／またはトランシーバ５５９と
併せて、ＵＥ（たとえば、ＵＥ５１５）が、第２のＲＡＴ（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ）を使
用したアクセスポイント（たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）との第２の接続（たとえば
、通信リンク５２６）に関連する電力動作モードに構成されているのかどうかを決定する
ことができる。たとえば、電力動作モード決定構成要素５２２は、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６
および／またはＵＥ５１５からＵＥ５１５がその電力動作モードにあるのかどうかの指示
を受信し得、これは、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６および／またはＵＥ５１５への要求あるいは
（たとえば、ＵＥ５１５が第２の接続を介した電力動作モードを入ったときにＷＬＡＮ　
ＡＰ５０６またはＵＥ５１５から受信される通知）などに基づき得る。
【００８７】
　[0096]別の例では、ブロック８１２においてＵＥ５１５が第２の接続を介した電力動作
モードで構成されているのかどうかを決定することは、ブロック８１４において、ＵＥに
送信するために利用可能なデータバッファのサイズを決定することをナイ含む。一態様で
は、バッファサイズ決定構成要素５２７は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５
３、メモリ５５５、および／またはトランシーバ５５９と併せて、ＵＥ５１５を送信する
ために利用可能なデータバッファのサイズを決定することができる。たとえば、バッファ
サイズ決定構成要素５２７は、（たとえば、バッファの利用可能な容量サイズがしきい値
以下であるか、またはある時間期間にわたって低くなる傾向があるなどの場合）電力動作
モードが推論され得るバッファの利用可能な容量サイズを決定することができる。たとえ
ば、バッファは、概して、第２の接続に、またはＵＥ５１５のための通信に対応し得る。
【００８８】
　[0097]方法８００はまた、ブロック８１６において、ＵＥが、第２の接続に関連する電
力動作モードに構成されているという決定に少なくとも部分的に基づいて第１の時間間隔
中に第２の接続についてのデータをスケジュールすることを含み得る。一態様では、デー
タスケジューリング構成要素５２４は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３、
メモリ５５５、および／またはトランシーバ５５９と併せて、ＵＥ（たとえば、ＵＥ５１
５）が第２の接続に関連する電力動作モードに構成されているという決定に少なくとも部
分的に基づいて、第１の時間間隔中に第２の接続（たとえば、通信リンク５２６）のため
のデータをスケジュールすることができる。たとえば、データスケジューリング構成要素
５２４は、（たとえば、電力動作モード決定構成要素５２２による決定などに基づいて）
ＵＥ５１５が第２の接続のための電力動作モードに入ったと仮定することができ、それに
応じて、その時間間隔中に通信リンク５２６を介して送るためのデータをスケジュールす
ることができる（したがって、通信リンク５２５を介してデータは送られない）。データ
は、次いで、ＵＥ５１５がその電力動作モードを出るまでＷＬＡＮ　ＡＰ５０６によって
バッファされ得る。具体的には、一例では、通信構成要素５４０は、その電力動作モード
で信号を周期的に受信し得、（たとえば、上記の図７で説明したように）ＴＩＭについて
検査し得る。この点について、ＴＩＭビットマップは、ＷＬＡＮ　ＡＰによる送信のため
に利用可能なデータを示すことができ、電力動作モード管理構成要素５５２は、それに応
じて、バッファデータを受信するために第２の接続との電力動作モードを出ることができ
る。
【００８９】
　[0098]方法８００はまた、ブロック８１８において、第２の時間間隔中に第１の接続と
第２の接続との上でデータをスケジュールすることを含む。一態様では、データスケジュ
ーリング構成要素５２４は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３、メモリ５５
５、および／またはトランシーバ５５９と併せて、第２の時間間隔中に第１の接続と第２
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の接続との上でデータをスケジュールすることができる。ブロック８１８において第２の
時間間隔中に第１の接続と第２の接続との上でデータをスケジュールすることは、ブロッ
ク８２０において、ＵＥが第２の接続を介した電力動作モードを出ると決定することを随
意に含み得る。たとえば、電力動作モード決定構成要素５２２は、（たとえば、上記で説
明したように、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６、ＵＥ５１５などから指示を受信すること、ＵＥ５
１５のための利用可能なバッファ容量が増加したかまたは増加していると決定することな
どに基づいて）ＵＥ５１５が第２の接続を介した電力動作モードを出たと決定し得る。こ
の決定に基づいて、たとえば、データスケジューリング構成要素５２４は、第２の時間間
隔が始まったと決定することができ、ここで、第２の接続は、ＵＥ５１５において電力動
作モードにもはやなく、したがって、データを第２の接続を介して送ることができる。し
たがって、データスケジューリング構成要素５２４は、さらに、トラフィックアグリゲー
ションを実施するように第１の接続を介してデータをスケジュールする。
【００９０】
　[0099]さらに、ｅノードＢ５０５は、ＵＥ５１５が第２の時間間隔中に第２の接続のた
めの電力動作モードに再び入らないことを保証しようと試みることができる。したがって
、方法８００は、ブロック８２２において、第２の時間間隔の継続時間の間第２の接続を
その電力動作モードから離れたままにするために、第２のＲＡＴに関係する非アクティビ
ティタイマー間隔中に第２の接続上で少なくとも１つのパケットをスケジュールすること
を随意に含み得る。一態様では、データスケジューリング構成要素５２４は、たとえば、
１つまたは複数のプロセッサ５５３、メモリ５５５、および／またはトランシーバ５５９
と併せて、第２の接続をその電力動作モードから離れたままにするために、第２のＲＡＴ
に関係する非アクティビティタイマー間隔中に第２の接続（たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ５
０６へのバックホールリンク５３４通信を介した通信リンク５２６）上で少なくとも１つ
のパケットをスケジュールすることができる。たとえば、ｅノードＢ５０５は、ＵＥ５１
５が第２のＲＡＴに基づいて第２の接続のための電力動作モードに入ることができる非ア
クティビティタイマー値を知ることができ、したがって、少なくとも１つのパケットは、
ＵＥ５１５においてその電力動作モードに入ることを回避するためにこの非アクティビテ
ィ時間間隔の内側にスケジュールされる。一例では、ｅノードＢ５０５は、（たとえば、
ＲＲＣシグナリングを介して）ＵＥ５１５の非アクティビティタイマー値を構成すること
ができる。非アクティビティタイマー値は、具体的には、トラフィックアグリゲーション
中の１つまたは複数の接続を介して決定された非アクティビティのために使用され得る。
さらに、たとえば、データスケジューリング構成要素５２４は、ＵＥ５１５が（たとえば
、非アクティビティタイマーの満了の後に）もう一度その電力動作モードに入ることを可
能にするために、ある時間期間後におよび／またはイベント（たとえば、ＵＥ５１５に送
信することに関係するバッファの利用可能な容量がしきい値を達成すること）に基づいて
第２の接続上で少なくとも１つのパケットをスケジュールするのを中止し得る。
【００９１】
　[00100]図９に、ＵＥに、トラフィックアグリゲーション中の接続を介した電力動作モ
ードを出ることを行わせるために（たとえば、ｅＮＢまたはｅノードＢによって）ＵＥに
制御パケットを送信するための例示的な方法９００を示す。方法９００は、ブロック９１
０において、第１のＲＡＴを使用して第１の接続を介してＵＥにサービスすることを含む
。一態様では、スケジューリング構成要素５２０は、たとえば、１つまたは複数のプロセ
ッサ５５３、メモリ５５５、および／またはトランシーバ５５９と併せて、第１のＲＡＴ
（たとえば、ＬＴＥあるいは他のＵＭＴＳまたはセルラー技術）を使用して第１の接続（
たとえば、通信リンク５２５）を介してＵＥ５１５にサービスすることができる。たとえ
ば、説明したように、ＵＥ５１５は、ランダムアクセス手順を実行するか、またはさもな
ければｅノードＢ５０５と通信するためのリソースを要求し得、ｅノードＢ５０５は、そ
れに応じて、通信リンク５２５を介してＵＥ５１５にリソースを許可し得る。
【００９２】
　[00101]方法９００はまた、ブロック９１２において、第２のＲＡＴを使用するアクセ
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スポイントを通じた第２の接続を介してＵＥと通信することを含む。一態様では、スケジ
ューリング構成要素５２０は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３、メモリ５
５５、および／またはトランシーバ５５９と併せて、第２のＲＡＴを使用するアクセスポ
イント（たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）を通じて第２の接続（たとえば、通信リンク
５２６）を介してＵＥ（たとえば、ＵＥ５１５）と通信することができる。説明したよう
に、たとえば、スケジューリング構成要素５２０は、バックホールリンク５３４を介して
ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との間でデータを通信することに少なくとも部分的に基づいてＵＥ
５１５とＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との間に確立される別の通信リンク５２６を介してＵＥ５
１５へのトラフィックをアグリゲートし得る。さらにまたは代替として、スケジューリン
グ構成要素５２０は、データレートがしきい値を下回ると決定されると、低減された数の
無線リンクを使用することを決定し得る。これは、複数の無線リンクにわたって省電力状
態を同期させる問題を回避または低減する。たとえば、しきい値は、リンク、１つまたは
複数のリンクを与える無線に対する負荷、または同様の無線品質メトリックのうちの１つ
または複数に対して達成可能なリンク容量に依存し得る。
【００９３】
　[00102]方法９００はまた、ブロック９１４において、第２の接続を介した電力動作モ
ードを出ることを示す制御パケットを第１の接続または第２の接続を介してＵＥに送信す
ることを含む。一態様では、インジケータ送信構成要素５２８は、たとえば、１つまたは
複数のプロセッサ５５３、メモリ５５５、および／またはトランシーバ５５９と併せて、
第２の接続（たとえば、通信リンク５２６）を介した電力動作モードを出ることを示す制
御パケットを第１の接続または第２の接続を介してＵＥ（たとえば、ＵＥ５１５）に送信
することができる。制御パケットは、デバイスが省電力を出なければならない目標時間を
含み得るか、またはそれは、デバイスがその省電力モードを避ける持続時間を含み得る。
説明したように、一例では、インジケータ送信構成要素５２８は、ＵＥ５１５のためのデ
ータバーストの始めに制御パケットを送信することができ、インジケータ受信構成要素５
５０は、第２の接続のための電力動作モードを出ることを決定するための制御パケットを
受信することができる。
【００９４】
　[00103]方法９００はまた、ブロック９１６において、制御パケットを送信することに
少なくとも部分的に基づいて第１の接続および第２の接続上での送信のためのデータをス
ケジュールすることを含む。一態様では、データスケジューリング構成要素５２４は、た
とえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３、メモリ５５５、および／またはトランシー
バ５５９と併せて、制御パケットを送信することに少なくとも部分的に基づいて第１の接
続および第２の接続上での送信のためのデータをスケジュールすることができる。したが
って、制御パケットが、第２の接続のための電力動作モードを終了させることができるの
で、第２の接続を介してデータを受信することができ、これは、さもなければ第２の接続
がある電力動作モードにあることによって生じた並べ替え誤りをおそらく回避することが
できる。
【００９５】
　[00104]方法９００はまた、ブロック９１８において、第２の接続を介した電力動作モ
ードが許可されることを示す別の制御パケットを第１の接続または第２の接続を介してＵ
Ｅに送信することを随意に含み得る。一態様では、インジケータ送信構成要素５２８は、
たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３、メモリ５５５、および／またはトランシ
ーバ５５９と併せて、第２の接続（たとえば、通信リンク５２６）を介した電力動作モー
ドが許可されることを示す別の制御パケットを第１の接続または第２の接続を介してＵＥ
（たとえば、ＵＥ５１５）に送信することができる。したがって、インジケータ受信構成
要素５５０は、この制御パケットを受信し得、電力動作モード管理構成要素５５２は、制
御パケットおよび／または他の考慮事項（たとえば、第２の接続のための関係する非アク
ティビティタイマーの満了）に少なくとも部分的に基づいて第２の接続のための電力動作
モードに入ることを通信構成要素５４０に行なわせ得る。
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【００９６】
　[00105]図１０に、（たとえば、ｅＮＢまたはｅノードＢによって）ＵＥがトラフィッ
クアグリゲーション中の接続を介してある電力動作モードにあるのかどうかを決定するた
めの例示的な方法１０００を示す。方法１０００は、ブロック１０１０において、第１の
ＲＡＴを使用して第１の接続を介してＵＥにサービスすることを含む。一態様では、スケ
ジューリング構成要素５２０は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３、メモリ
５５５、および／またはトランシーバ５５９と併せて、第１のＲＡＴ（たとえば、ＬＴＥ
あるいは他のＵＭＴＳまたはセルラー技術）を使用して第１の接続（たとえば、通信リン
ク５２５）を介してＵＥ５１５にサービスすることができる。たとえば、説明したように
、ＵＥ５１５は、ランダムアクセス手順を実行するか、またはさもなければｅノードＢ５
０５と通信するためのリソースを要求し得、ｅノードＢ５０５は、それに応じて、通信リ
ンク５２５を介してＵＥ５１５にリソースを許可し得る。
【００９７】
　[00106]方法１０００は、ブロック１０１２において、第２のＲＡＴを使用するアクセ
スポイントを通じて第２の接続を介してＵＥと通信することをも含む。一態様では、スケ
ジューリング構成要素５２０は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３、メモリ
５５５、および／またはトランシーバ５５９と併せて、第２のＲＡＴを使用するアクセス
ポイント（たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）を通じて第２の接続（たとえば、通信リン
ク５２６）を介してＵＥ（たとえば、ＵＥ５１５）と通信することができる。説明したよ
うに、たとえば、スケジューリング構成要素５２０は、バックホールリンク５３４を介し
てＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との間でデータを通信することに少なくとも部分的に基づいてＵ
Ｅ５１５とＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との間に確立される別の通信リンク５２６を介してＵＥ
５１５へのトラフィックをアグリゲートし得る。
【００９８】
　[00107]方法１０００はまた、ブロック１０１４において、第２の接続がある電力動作
モードにあるのかどうかを示す情報をアクセスポイントから受信することに少なくとも部
分的に基づいて第２の接続がその電力動作モードにあるのかどうかを決定することを含み
得る。モード情報受信構成要素５３０は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３
、メモリ５５５、および／またはトランシーバ５５９と併せて、第２の接続がその電力動
作モードにあるのかどうかを示す情報をアクセスポイント（たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ５
０６）から受信することに少なくとも部分的に基づいて第２の接続（たとえば、通信リン
ク５２６）がその電力動作モードにあるのかどうかを決定することができる。たとえば、
モード情報受信構成要素５３０は、バックホールリンク５３４を介してＷＬＡＮ　ＡＰ５
０６から情報を受信し得る。一例では、ブロック１０１４において第２の接続がその電力
モードにあるのかどうかを決定することは、ブロック１０１６において、ビーコン間隔、
ＤＴＩＭ間隔、および／またはアクセスポイントにわたるバックホールレイテンシに応じ
て電力動作モードを出るための継続時間を決定することを随意に含み得る。モード情報受
信構成要素５３０は、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６によって受信され得るビーコン間隔、ＤＴＩ
Ｍ間隔、および／またはアクセスポイントにわたるバックホールレイテンシに応じて電力
動作モードを出るための継続時間を決定することができる。
【００９９】
　[00108]したがって、方法１０００はまた、ブロック１０１８において、第２の接続が
その電力動作モードにあるのかどうかに少なくとも部分的に基づいて第１の接続および第
２の接続上での送信のためのデータをスケジュールすることを含み得る。一態様では、デ
ータスケジューリング構成要素５２４は、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ５５３
、メモリ５５５、および／またはトランシーバ５５９と併せて、第２の接続がその電力動
作モードにあるのかどうかに少なくとも部分的に基づいて第１の接続および第２の接続上
での送信のためのデータをスケジュールすることができる。説明したように、（たとえば
、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６から受信された情報に基づいて）第２の接続がその電力動作モー
ドにないことが決定される場合、データスケジューリング構成要素５２４は、トラフィッ
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クアグリゲーションを与えるために第１の接続と第２の接続との両方を介してデータをス
ケジュールすることができる。
【０１００】
　[00109]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
ことを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁場もしくは粒子、光場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表
現され得る。
【０１０１】
　[00110]さらに、本明細書で説明した態様に関して説明した様々な例示的な論理ブロッ
ク、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュー
タソフトウェア、またはその両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解され
よう。ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構
成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれら
の機能に関して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェ
アとして実装するかは、具体的な適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依
存する。当業者は、説明した機能を具体的な適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そ
のような実装決定は、記載の態様の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【０１０２】
　[00111]本明細書で説明した態様に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ
、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理
、個別ハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計さ
れたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロ
プロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コント
ローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピ
ューティングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複
数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、
あるいは任意の他のそのような構成として実装され得る。
【０１０３】
　[00112]本明細書で説明する態様に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップ
は、直接ハードウェアで具現化され得るか、プロセッサによって実行されるソフトウェア
モジュールで具現化され得るか、またはその２つの組合せで具現化され得る。ソフトウェ
アモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、
ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ
、または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な
記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むこと
ができるようにプロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化さ
れ得る。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末
中に存在し得る。あるいは、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内のディスクリー
トな構成要素として存在し得る。
【０１０４】
　[00113]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェアまたはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実
装される場合、これら機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいは、コン
ピュータ可読媒体上の１つまたは複数の命令またはコードとして送信され得る。コンピュ
ータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする
任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用コ
ンピュータまたは特別目的コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
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Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクスト
レージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または命令またはデータ構造の形態の所望
のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コン
ピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の媒体
を備えることができる。さらに、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる
。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デ
ジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス
技術を使用してウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、お
よびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される
ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レ
ーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（
disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディ
スク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、デ
ィスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ
可読媒体の範囲に含まれるべきである。
【０１０５】
　[00114]説明する態様についての以上の説明は、いかなる当業者も本態様を作成または
使用することができるように与えられたものである。態様への様々な変更は当業者には容
易に明らかになり、本明細書で定義された一般原理は、本明細書で説明した態様の趣旨ま
たは範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したがって、本明細書で説
明した態様は、本明細書で説明した例および設計に限定されるものではなく、本明細書で
開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、第１のサービングノードとの第１の接続を確立すること
と、
　前記ＵＥによって、第２のサービングノードとの第２の接続を確立することと、ここに
おいて、前記第１の接続と前記第２の接続とがトラフィックアグリゲーションのために構
成される、
　前記第１の接続のための電力消費モードの指示を受信することと、
　前記指示に少なくとも部分的に基づいて前記第２の接続の電力動作モードを決定するこ
とと
　を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記第１の接続のための前記電力消費モードの前記指示を受信することが、前記第１の
接続または前記第２の接続のうちの少なくとも１つを介して受信されるパケットを並べ替
えることに関係する並べ替えステータスを決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記並べ替えステータスは、並べ替えが進行中であるのかまたは進行中でないのかとい
う第２の指示、パケット並べ替えタイマーのために残っている時間、あるいは前記パケッ
ト並べ替えタイマーが開始してからの時間のうちの少なくとも１つに基づく、Ｃ２に記載
の方法。
　　［Ｃ４］
　前記第２の接続の前記電力動作モードを決定することが、前記並べ替えステータスを決
定することに少なくとも部分的に基づいて前記電力動作モードを出ることを備える、Ｃ２
に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記電力動作モードを出ることが、前記第２の接続を介して、省電力ポール、または前



(38) JP 6605616 B2 2019.11.13

10

20

30

40

50

記電力動作モードを出ることを示すピギーバック省電力制御とともにアップリンクユーザ
データのうちの少なくとも１つを送信することを備える、Ｃ４に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記第１の接続から前記電力消費モードの前記指示を受信することが、前記第１の接続
または前記第２の接続のうちの少なくとも１つを介して受信されるパケットが正常に並べ
替えられているかどうかを決定することを備え、前記第２の接続の前記電力動作モードを
決定することが、前記パケットが正常に並べ替えられていると決定することに少なくとも
部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記第１の接続から前記電力消費モードの前記指示を受信することが、不連続受信（Ｄ
ＲＸ）非アクティビティタイマーの満了に続いて前記第１のＲＡＴについて別の電力動作
モードに入ることに関係する前記第１のＲＡＴの前記ＤＲＸ非アクティビティタイマーが
トーリングしているのかどうかを決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記ＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしていると決定することが、前記第
１の接続を介してダウンリンク送信を受信することに基づいて前記ＤＲＸ非アクティビテ
ィタイマーがトーリングしていると決定することを備える、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記第１の接続から前記電力消費モードの前記指示を受信することが、オン継続時間タ
イマーの満了に続いて前記第１のＲＡＴについて別の電力動作モードから出ることに関係
する前記第１のＲＡＴの前記オン継続時間タイマーが満了したのかどうかを決定すること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記指示を受信することが、前記第１の接続を介してパケットを受信または送信するこ
とに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記指示を受信することが、前記第２の接続を介した前記電力動作モードを出ることを
指示する制御パケットを前記第１の接続または前記第２の接続を介して受信することを備
える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記電力動作モードを出ることを決定することは、前記電力動作モードが前記第２の接
続に対して許可されることを示す別の制御パケットが前記第１の接続または前記第２の接
続を介して受信されるまで、前記電力動作モードから離れたままであることを決定するこ
とを備える、Ｃ１１に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記制御パケットが、前記電力動作モードに入るおよび／またはそれから出るべき時間
を示す、Ｃ１１に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記制御パケットが、前記電力動作モードに入るおよび／またはそれから出ることの周
期的パターンを定義する、Ｃ１１に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　トランシーバと、
　命令を記憶するように構成されたメモリと、
　前記トランシーバおよび前記メモリと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッ
サとを備え、ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して第１のサービングノードとの第１の接
続を確立することと、
　　第２のＲＡＴを使用して第２のサービングノードとの第２の接続を確立することと、
ここにおいて、前記第１の接続と前記第２の接続とがトラフィックアグリゲーションのた
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めに構成される、
　　前記第１の接続のための電力消費モードの指示を受信することと、
　　前記指示に少なくとも部分的に基づいて前記第２の接続の電力動作モードを決定する
ことと
　を行うように構成された、装置。
　　［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１の接続または前記第２の接続のうちの少
なくとも１つを介して受信されるパケットを並べ替えることに関係する並べ替えステータ
スを決定することに少なくとも基づいて前記第１の接続のための前記電力消費モードの前
記指示を受信することを行うように構成された、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ１７］
　前記並べ替えステータスは、並べ替えが進行中であるのかまたは進行中でないのかとい
う第２の指示、パケット並べ替えタイマーのために残っている時間、あるいは前記パケッ
ト並べ替えタイマーが開始してからの時間のうちの少なくとも１つに基づく、Ｃ１６に記
載の装置。
　　［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記並べ替えステータスを決定することに少なく
とも基づいて前記電力動作モードを出ることに少なくとも基づいて前記第２の接続の前記
電力動作モードを決定することを行うように構成された、Ｃ１６に記載の装置。
　　［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１の接続または前記第２の接続のうちの少
なくとも１つを介して受信されるパケットが正常に並べ替えられているかどうかを決定す
ることに少なくとも基づいて前記第１の接続から前記電力消費モードの前記指示を受信す
るように構成され、ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記パケットが
並べ替えられていると決定することに少なくとも基づいて前記第２の接続の前記電力動作
モードを決定することを行うように構成された、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、不連続受信（ＤＲＸ）非アクティビティタイマー
の満了に続いて前記第１のＲＡＴについて別の電力動作モードに入ることに関係する前記
第１のＲＡＴの前記ＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしているのかどうかを
決定することに少なくとも基づいて前記第１の接続から前記電力消費モードの前記指示を
受信することを行うように構成された、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１の接続を介してダウンリンク送信を受信
することに基づいて前記ＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしていると決定す
ることに少なくとも基づいて前記ＤＲＸ非アクティビティタイマーがトーリングしている
と決定することを行うように構成された、Ｃ２０に記載の装置。
　　［Ｃ２２］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、オン継続時間タイマーの満了に続いて前記第１の
ＲＡＴについて別の電力動作モードから出ることに関係する前記第１のＲＡＴの前記オン
継続時間タイマーが満了したのかどうかを決定することに少なくとも基づいて前記第１の
接続から前記電力消費モードの前記指示を受信することを行うように構成された、Ｃ１５
に記載の装置。
　　［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１の接続を介してパケットを受信すること
に少なくとも部分的に基づいて前記指示を受信することを行うように構成された、Ｃ１５
に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第２の接続を介した前記電力動作モードを出
ることを指示する制御パケットを前記第１の接続または前記第２の接続を介して受信する
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載の装置。
　　［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記電力動作モードが前記第２の接続に対して許
可されることを示す別の制御パケットが前記第１の接続または前記第２の接続を介して受
信されるまで、前記電力動作モードから離れたままであることを決定することに基づいて
前記電力動作モードを出ることを行うように構成された、Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ２６］
　前記制御パケットが、前記電力動作モードに入るおよび／またはそれから出るべきこと
に基づいて時間または周期的パターンを示す、Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の接続を介してユーザ機器（ＵＥ）にサービスすることと、
　アクセスポイントを通じて第２の接続を介して前記ＵＥと通信することと、ここにおい
て、前記第１の接続と前記第２の接続とが、トラフィックアグリゲーションのために構成
される、
　前記第２の接続を介した電力動作モードを出ることを示す制御パケットを前記第１の接
続または前記第２の接続を介して前記ＵＥに送信することと、
　前記制御パケットを送信することに少なくとも部分的に基づいて前記第１の接続および
前記第２の接続上での送信のためのデータをスケジュールすることと
　を備える、方法。
　　［Ｃ２８］
　前記第２の接続を介して前記電力動作モードが許可されることを示す別の制御パケット
を前記第１の接続を介して前記ＵＥに送信することをさらに備える、Ｃ２７に記載の方法
。
　　［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　トランシーバと、
　命令を記憶するように構成されたメモリと、
　前記トランシーバおよび前記メモリと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッ
サとを備え、ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　第１の接続を介してユーザ機器（ＵＥ）にサービスすることと、
　　アクセスを通じて第２の接続を介して前記ＵＥと通信することと、ここにおいて、前
記第１の接続と前記第２の接続とが、トラフィックアグリゲーションのために構成される
、
　　前記第２の接続を介した電力動作モードを出ることを示す制御パケットを前記第１の
接続または前記第２の接続を介して前記ＵＥに送信することと、
　　前記制御パケットを送信することに少なくとも部分的に基づいて前記第１の接続およ
び前記第２の接続上での送信のためのデータをスケジュールすることと
　を行うように構成された、装置。
　　［Ｃ３０］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第２の接続を介して前記電力動作モードが許
可されることを示す別の制御パケットを前記第１の接続を介して前記ＵＥに送信すること
を行うようにさらに構成された、Ｃ２９に記載の装置。
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